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は じ め に

本システムをご使用になる前に、この取り扱い説明書をお読み下さい。本取り扱い説明書には、 

Data Reservoirシステムの概要、インストール方法、基本操作方法などについて説明しております。

<本取り扱い説明書読者の前提知識>

  本システムはLinuxOS上で動作するため、ある程度 LinuxOS に関する基本的な知識を持っている事

を前提とした内容になっております。

Linux OSのインストール、および設定については別冊「Data Reservoir Linuxインストールガイド」

または、市販のLinux(Redhat)関連の文献を参考にして下さい。

なお、本書では、次のような略記を用いています。あらかじめご了承下さい。

·  FILEサーバ
( clientからアクセスするData Reservoirシステム代表サーバ

·  DISKサーバ
( FILEサーバのDISK相当(データ蓄積サーバ)

·  スペシャルデバイス
( Linuxで識別するデバイス名(iscsiデバイスも含みます)

·  raidデバイス
( 物理デバイスを複数統合して生成する仮想デバイス

·  ローカルシステム
( データ転送元システム

·  リモートシステム
( データ転送先システム
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第1章  Data Reservoirをお使いになる前に

本システムは、以下のハードウェアにて動作検証を行っております。

以下に定める機器および構成以外での動作は現在保証できませんので、あらかじめご了承下さい。

1.1 ハードウェア構成

  本システムは以下の2通りのモデルが用意されています。

それぞれData Reservoirの転送帯域(設置環境)により選択する事ができます。

【1Gモデル】

  1Gbpsの転送レートで高速データ転送を実現するベーシックモデル



【10Gモデル】

  10Gbpsの転送レートで高速データ転送を実現する拡張モデル



[ハードウェア要件]

	FILEサーバ × 2台

	
	サーバ
	Intel Architecture サーバ

	
	CPU
	PentiumIII 1GHz(以上)×2, またはXeon 2.4GHz(以上)×2  [SMPモデル]

	
	メモリ
	1Gbyte 以上

	
	NIC
	1000 Base-SX または 1000 Base-T  2ポート

	
	システムDISK
	Ultra160/Ultra320 SCSI - 18Gbyte(10,000rpm) 以上 × 1台

	DISKサーバ × (4台 or 24台)

	
	サーバ
	Intel Architecture サーバ

	
	CPU
	PentiumIII 1GHz(以上)×2, またはXeon 2.4GHz(以上)×2  [SMPモデル]

	
	メモリ
	1Gbyte 以上

	
	NIC
	1000 Base-SX または 1000 Base-T  1ポート

	
	システムDISK
	Ultra160/Ultra320 SCSI - 18Gbyte (10,000rpm) 以上 × 1台

	
	データDISK
	Ultra160/Ultra320 SCSI - 36Gbyte (10,000rpm) 以上 × 2台 / 4台

	スイッチ × 2台

	
	GBEスイッチ
	1000 Base-SX対応, または 1000Base-T対応

(構成するサーバ数、およびスイッチ間接続用のポート数を有する物)


[動作実績のあるハードウェア一覧]

	サーバ

	
	DELL 
	Power Edge1550

 [Spec]

  CPU

  Mem

  SCSI Controller

  System Disk
	: PentiumIII 1GHz×2

: 1Gbyte

: Adaptec AIC-7899

: Ultra160 SCSI 18Gbyte

	
	DELL
	Power Edge1650

 [Spec]

  CPU

  Mem

  SCSI Controller

  System Disk
	: PentiumIII 1.4GHz×2

: 1Gbyte

: Adaptec AIC-7899

: Ultra160 SCSI 18Gbyte

	
	IBM
	X345

 [Spec]

  CPU

  Mem

  SCSI Controller

  SCSI Disk
	: Xeon 2.4GHz×2

: 2Gbyte

: LSI Logic LSI53C1030
: Ultra320 SCSI 73Gbyte

	外部ストレージ

	
	DELL 
	Power Vault 200s (Ultra160 SCSI 36Gbyte × 4本)

	
	
	Power Vault 220s (Ultra160 SCSI 36Gbyte × 4本)

	NIC <1000Base-SXモデル>

	
	NETGEAR
	GA620

	
	3Com
	3C996-SX Fiber-SX Server NIC

	
	SysKonnect
	SK-9843

	NIC <1000Base-Tモデル>

	
	IBM
	X345 Onboard NIC (Intel 82546EB)

	スイッチ × 2台

	
	Summit
	Summit 5i ( 1000Base-SX model, 1000 Base-T model)

	
	Foundry
	BigIron8000


1.2 ソフトウェア構成

  Data Reservoirソフトウェアが対応するOSは以下の通りです。

また以下のモジュールでData Reservoirソフトウェアは構成されています。

[対応OS]

  □ Redhat Linux 7.1

  □ Redhat Linux 7.2

  □ Redhat Linux 7.3

[モジュール一覧]

	モジュール名称
	モ ジ ュ ー ル 概 要

	
	iSCSI
	iSCSIプロトコル制御を行います (Draft 03/15/20対応)

	
	rawcopy
	高速転送を行うアプリケーション

	
	dsattach
	FILEサーバとDISKサーバの接続を行うアプリケーション

	
	dsdetach
	FILEサーバとDISKサーバの切断を行うアプリケーション

	
	DRdriver
	高速転送、ミラーリング機能を行うドライバ


1.3 性能諸元

Data Reservoirシステムの性能は以下の通りです。

	項 目
	諸    元

	片系構成
	FILEサーバ
	1台

	
	DISKサーバ
	4台 または 24台

	
	ハードディスク

(1-DISKｻｰﾊﾞあたり)
	2台 または 4台

	
	Giga switch
	1台

	Client I/F
	NFS (Data Reservoir側 NFS Ver.3)

	
	Samba

	記憶容量
	最大 4 Tbyte  (1つのパーティション容量は2TBが上限です)

	パーティション数
	最大14個

	転送性能
	rawcp(高速転送)
	スイッチ対抗
 ◇ 1Gmodel  : 1Gbps以上
 ◇ 10Gmodel : 10Gbps以上

※データ含有率100%, スイッチ

帯域が十分な場合に限ります


  1.4 事前に準備するもの


   本システムを構築するにあたり、以下のものを準備しておく必要があります。

    □ Global IP アドレス × 2


(FILEサーバ用)

    □ Private IP アドレス × サーバ台数

(FILEサーバ/DISKサーバ用)

    □ 電源 × (FILEサーバ + DISKサーバ + DISKケース + ネットワークスイッチ + その他)

チェックシート

	Global IPアドレス
	ローカルシステム
	リモートシステム

	FILEサーバ
	.     .     .
	.     .     .


	Private IPアドレス
	ローカルシステム
	リモートシステム

	FILEサーバ
	IPv4
	.     .     .
	.     .     .

	
	IPv6
	:   :   :   :   :   :   :
	:   :   :   :   :   :   :

	DISKサーバ (1)
	IPv4
	.     .     .
	.     .     .

	
	IPv6
	:   :   :   :   :   :   :
	:   :   :   :   :   :   :

	DISKサーバ (2)
	IPv4
	.     .     .
	.     .     .

	
	IPv6
	:   :   :   :   :   :   :
	:   :   :   :   :   :   :

	DISKサーバ (3)
	IPv4
	.     .     .
	.     .     .

	
	IPv6
	:   :   :   :   :   :   :
	:   :   :   :   :   :   :

	DISKサーバ (4)
	IPv4
	.     .     .
	.     .     .

	
	IPv6
	:   :   :   :   :   :   :
	:   :   :   :   :   :   :


  ※上記は1x4x4構成を基準に記載しています。DISKサーバ台数に応じたIPアドレスを用意して下さい。

    但し、IPv6アドレスは必要に応じて用意して下さい。

	電源
	ローカルシステム
	リモートシステム

	FILEサーバ
	  .  A  ×     台 ＝  .  A
	  .  A  ×     台 ＝  .  A

	DISKサーバ
	  .  A  ×     台 ＝  .  A
	  .  A  ×     台 ＝  .  A

	DISKケース
	  .  A  ×     台 ＝  .  A
	  .  A  ×     台 ＝  .  A

	ネットワークスイッチ
	  .  A  ×     台 ＝  .  A
	  .  A  ×     台 ＝  .  A

	ディスプレィ
	  .  A  ×     台 ＝  .  A
	  .  A  ×     台 ＝  .  A

	PC切り替え機
	  .  A  ×     台 ＝  .  A
	  .  A  ×     台 ＝  .  A

	その他
	  .  A  ×     台 ＝  .  A
	  .  A  ×     台 ＝  .  A

	合  計
	               A
	        A


  ※ ハードウェア機器によってはカタログ上、電力(W)表示になっている場合があります。

     この場合、電流(A) ＝ 電力(W) ／ 電圧(V) によって求めます。

[ご参考]

	サーバ
	最大

消費電力
	
	DISKケース
	最大

消費電力
	
	スイッチ
	最大

消費電力

	IBM x345
	5.0 A
	
	DELL PV200
	5.0 A
	
	Summit 5i
	2.6A

	DELL PE1550
	3.6 A
	
	DELL PV220s
	6.0 A
	
	Foundry BI8000
	15.0A

	DELL PE1650
	2.75A
	
	
	
	
	
	


※ 上記はカタログ記載の最大消費電力になります。機器の使用状態により変わりますのでご了承下さい。

1.5 システムを構築するまでの流れ


  Data Reservoirシステムは、複数台のサーバ機器、ネットワークスイッチ、LinuxOS および

Data Reservoirソフトウェアを使用してシステムを形成します。

またLinux OS, Data Reserviorソフトウェアはサーバ個々にインストール、およびセットアップが必要な

ため、機器構成によっては時間がかかる場合があります。

なおシステム構築の大まかな作業の流れは以下の通りです。


          は、個々のサーバで作業が必要です。(構成台数によって設定時間が変わります)

          は、システム作業になります。

以後、システム環境に応じたカスタマイズを行って下さい。

第2章 Data Reservoirのインストール

本システムは、Linux kernel2.4.x 系でのみ動作検証を行っております。

本システムをインストールする際には、Linuxのkernelを2.4.x系に再構築する必要があります。

また本取り扱い説明書は、ご使用になるハードウェア機器にRedhat Linuxがインストールされており、動

作可能な設定(ユーザアカウント、パスワードの登録、ホスト名設定、ネットワーク設定、各種サーバ設定

など)が行われている事を前提に記載しております。

Linuxの入手方法、インストールについては、別冊「Data Reservir Linuxインストールガイド」、または

以下のサイトをご参照してください。

   http://www.jp.redhat.com/download/
  2.1 カーネルの動作条件

<現システムでの動作条件>

本システムでは、以下のkernel版数での動作を確認しております。

今後、多岐にわたる版数での動作確認を行う予定です。


最新のLinux kernelの情報は、 http://www.kernel.org/ から入手することが可能です。

また、ftp://ftp.kernel.org/ やそのミラーサイトから、最新版を入手することができます。

usagi kernelは、ftp://ftp.linux-ipv6.org/pub/usagi/stable/kit/ から入手する事ができます。

  2.2 ソフトウェア ディレクトリ構成

本システムを制御するソフトウェアのディレクトリ構成は以下の通りです。



  2.3 カーネルの再構築

  2.3.1 kernelの準備

動作対象のkernelを入手し ”/usr/src” ディレクトリに格納します。

本作業手順は、添付CD-ROMに納められているkernelを使用してインストールを行っています。

なお、これから説明する手順は、例としてusagi-linux24-stable-20021007をインストールしています。

必要に応じて対応カーネル版数を読み替えて下さい。

ftp://ftp.linux-ipv6.org/pub/usagi/stable/kit/usagi-linux24-stable-20021007.tar.bz2
以下の一連の作業はroot権限のあるユーザアカウントを使用します。




  2.3.2 kernelのパッチ適用

既存のLinux SCSIドライバを使用して、SCSIドライバのload/unload(insmod/rmmod)を行う事で、

メモリのリークが発生する事が確認されています(当社検証による)。

Data Reservoirでは高速転送実施時、iSCSIデバイスのload/unloadを行うため、高速転送の連続実行で

システムが不安定になる事があります。本問題を対処するため、kernelパッチを適用します。

添付CD-ROMからパッチデータをコピーし、インストールします。

この時、オリジナルkernelとの区別を付けるためディレクトリ名を変更します。



※「linux_kernel_patch_install.sh」を実行すると、カーネルのソースファイル書き換え確認が

表示されますので、”y”を入力します。

  2.3.3 SCSIドライバのアップデート

  IBM社製 x345を御使用の場合、SCSIドライバのアップデートを行います。

本作業を実施しないとUltra320対応SCSI DISKにおいては、十分な性能がでない場合があります。

まずmpt(SCSIドライバ)を入手します。

添付CD-ROMまたは以下のサイトから最新版を入手する事ができます。

http://support.megaraid.com/support/dlverify1.cfm?DLFile=/support/dlcenter1/Linuxmpt-2.05.00.zip&InpDrvID=147
本手順は、添付CD-ROMのものを使用した場合を説明しています。

添付CD-ROMからSCSIドライバをコピーして、カーネルソースと差し替えます。


  2.3.4 kernelのコンフィグレーション

ソースコードの展開ができたら、以下の手順でコンフィグレーションの準備を行います。

本書、付録A.に/usr/src/linux/.configファイルを添付します。

また添付CD-ROMに.configファイルがあります。以下の手順は添付CD-ROMの.configを使用して実施

しています。




 [注意]

上記手順はカーネル再構築時の設定パラメータの推奨項目をファイル化したものを使用しています。

ご自身で設定パラメータを決められる場合、以下の項目を追加する必要があります。

- raid

- nfs server ver3

- loadable module

- network

- sg driver

- 1000Mbit network driver

- proc filesystem

menuconfigツールのオペレーション

<↑>, <↓>にてservice項目の移動ができます。<Enter>キーにより 項目の選択(詳細表示)ができます。

各項目については<スペース>キーによりモジュールの選択/解除ができます。(“*”, “M”, “ ”)

“*” ・・・が付加されると当該モジュールが静的に組み込まれます

“M” ・・・が付加されると当該モジュールが動的に組み込まれます

“ ” ・・・の場合、当該モジュールは組み込まれません

全てのモジュールを決定したのち<tab>キーを使用してカーソルの項目を移動し<Exit>を選択し、

<Enter>を押します。

最後に、「Do you wish to save your new kernel configuration?」の問い合わせに<Yes>にカーソルを合わせ<Enter>キーを押します。

  2.3.5 kernelのコンパイル

以下のコマンドを実行し、kernelのコンパイルを行います。


  2.3.6 ブート・ローダーの設定

新しいkernelでLinuxが起動できるようにgrubまたはliloの書き換えを行います。

本設定を行うことでLinux起動時、kernelバージョンの選択を行う事ができます。

ご使用になられるブートローダーによってgrubの設定またはliloの設定を実施してください。

(Redhat 7.3 をご使用の場合はgrub、それ以前のバージョンをご使用の場合にはliloがデフォルトでイン

ストールされています)

□ grub の設定

エディタを使用して/etc/grub.confを書き換えます。以下の例ではviエディタを使用した事を前提に

記載していますので、他のエディタを使用される場合は読み替えて下さい。


    今回コンパイルした新しいkernelバージョンの登録と、Linux起動時のデフォルトkernelバージョン

の変更を行います。

これにより、Linuxの再起動を行った場合、デフォルトでusagiが起動します。


□ lilo の設定

エディタを使用して/etc/lilo.confを書き換えます。


grubの設定と同様に、今回コンパイルした新しいkernelバージョンの登録と、Linux起動時のデフォ

ルトkernelバージョンの変更を行います。

Linuxの再起動を行った場合には、デフォルトでusagiが起動します。


    以下のコマンドを実行し、設定情報(/etc/lilo.conf)を反映させます。


 2.4 ドライバーのアップデート

  IBM社製 x345を御使用の場合、以下のドライバをアップデートします。

本作業を実施しないと、ネットワークが使用できません。

なおカーネルの再構築実施後はサーバをリブートし” linux-2.4.19-usagi_stable_20021007-dr” が立ち

上がっている状態で実施します。

カーネルの版数を確認するには、以下のコマンドを実行します。


以下が実行例です。


カーネル版数が異なる場合は、grub または lilo の設定を確認しサーバのリブートを行います。

  2.4.1 ネットワークドライバのアップデート

  e1000(ネットワークドライバ)を入手します。

添付CD-ROMまたは以下のサイトから最新版を入手する事ができます。

http://downloadfinder.intel.com/scripts-df/File_Filter.asp?FileName=e1000
  以下の手順に従い、ネットワークドライバのアップデートを行います。

本手順は、添付CD-ROMのものを使用した場合を説明しています。

添付CD-ROMからネットワークドライバをコピーして、コンパイルを行います。


※ ドライバはkernel版数毎にコンパイルしなければなりません。

       Linuxインストール時にコンパイルした”e1000.o” はusagi カーネルでは使用できませんので、

       再度コンパイルが必要です。

  2.5 不要サービスの停止

本システムでは、セキュリティ強化を目的に不要なサービスは停止します。

そこで以下の手順で不要なサービスを停止します。


  本システムにて以下のサービスは必要になりますので、以下の手順に従ってサービスの選択を行います。

以下に記載されているサービス以外は、基本的に起動しないで下さい。



setupツールのオペレーション

<↑>, <↓>にてservice項目の移動ができます。

<スペース>キーにより 選択/解除ができます (“*”が付加されると当該serviceが選択されます)。

これらのキーを使用して、サービスを選択します。

全てのサービスを決定したのち<tab>キーを使用してカーソルの項目を移動します。

続いて、“ok”を選択し、<Enter>を押し、確定します。

最後に、<tab>キーを使用してカーソルの項目を移動します。

“quit”にカーソルを合わせて、<Enter>キーを押します。


※ Redhat 7.3をインストールの場合、linuxconfは「2.7 セキュリティパッチの適用」実施後に行います。

  2.6 IPv6 アプリケーションのインストール

  本設定はIPv6を使用しない場合には必要ありません。

必要に応じて作業を行って下さい。

本設定を実施する事で、IPv6で使用するツールが使用可能になります。

以下の手順に従って実施します。


本設定を行った場合、LinuxのIPv6に関する設定(IPアドレスなど)を行います。

本書では説明しませんが、別冊「Data Reservoir Linuxインストールガイド」または、市販のLinux

関連の文献を参考にIPv6設定を行います。

なお、IPv6設定の完了後、以下のコマンドを使用して動作確認を行います。


以下は実施例です。


上記の確認が出来ない場合、LinuxのIPv6設定、またはネットワークに問題があると思われます。

ネットワーク管理者にお問い合わせ下さい。

  2.7 セキュリティパッチの適用

本システムでは、Redhatから公開されているセキュリティパッチの適用を行います。

本システムで使用するセキュリティパッチは以下のサイトから入手できます。

 [Redhat 7.1]

http://www.redhat.co.jp/support/errata/rh71/
[Redhat 7.2]

http://www.redhat.co.jp/support/errata/rh72/
[Redhat 7.3]

http://www.redhat.co.jp/support/errata/rh73/
上記のサイトから、/usr/src ディレクトリにセキュリティパッチをダウンロードします。

または添付CD-ROMに納められているセキュリティパッチを/usr/srcディレクトリにコピーします。

以下は添付CD-ROMにあるセキュリティパッチを使用した場合の手順を示しています。



セキュリティパッチの適用項目の選別ができる方は、対象となるセキュリティパッチをダウンロード後、

以下の手順で実施します。


  2.8 ソフトウェアのインストール

Data Reservoirをインストールするには以下の手順で行って下さい。

本作業は全てのFILEサーバ、全てのDISKサーバで作業を行います。

  2.8.1 ソフトウェアの入手

Data ReservoirのソフトウェアはData Reservoir CD-ROMに入っています。

以下の手順に従ってインストールを行います。


  2.8.2 fileの解凍

インストールファイルはgzip形式で圧縮されてますので、以下のコマンドで解凍します。 


  2.8.3 インストール

インストールは以下のコマンドを実行することで開始します。

この時、FILE serverへのインストールの場合は”1”を DISK serverへのインストールは”2”を

選択します。インストールを中断する場合には”0”を入力します。



これによりインストール作業が自動的に開始され、1分～2分で完了します。

以上で、Data Reservoirのインストールは完了です。

続く3章. Data Reservoirのセットアップに従い、設定ファイルを生成します。

第3章 Data Reservoirのセットアップ


Data Reservoirは複数台のサーバ間で連携し、1つのシステムを形成します。

このように複数台のサーバが連携して処理を行うため各サーバには以下のような設定ファイルが必要に

なります。本章では、設定ファイルの方法について説明していきます。

またData Reservoirはシステム内のFILEサーバ、DISKサーバ間で情報伝達を行う場合、SSHを使用

した暗号化通信を行いセキュリティ強化をしております。

このSSH自動認証設定についても本書で説明していきます。(3.1章から詳しく説明します)




  3.1 SSHサービスの設定


本システムでは、各サーバ間の通信にSSHサービスを使用します。

そのためシステム導入時に本設定を行い「自動認証機能」を設定しなければなりません。

なおシステム内の認証経路は以下の図の通り、FILEサーバ、DISKサーバ間の双方向で行います。

自動認証を行うには、送信元サーバで公開鍵を生成し、各認証先サーバに配布する事で設定が完了します。


  3.1.1 公開鍵の生成

公開鍵は以下のコマンドを実行し生成します。なお本作業は全てのサーバで実施します。



上記コマンドを実行すると、実行ユーザディレクトリ配下に “.ssh”(ディレクトリ)が生成されます。

ls コマンドで確認すると、以下のファイルが生成されています。


  3.1.2 公開鍵の配布

上記手順で生成した公開鍵を認証先サーバの /root/.ssh  にコピー(配布)します。

各サーバの /root 配下に.ssh ディレクトリを作成し、公開鍵を格納します。

(ssh-keygen コマンドを実行する事で、”/root/.ssh”ディレクトリは生成されます)

[注意] 

公開鍵を配布する際、”id_dsa.pub”を” authorized_keys”という名前に変更しなければなりません。

また複数サーバの公開鍵を保持するため、各サーバで生成した公開鍵を編集し、1つのファイルにしなけ

ればなりません。


以下は編集例です。


scpコマンドを使用して全ての公開鍵をFILEサーバにコピーします。



  同様に各サーバの公開鍵をnfssrv1にコピーします。


  全ての公開鍵コピーか完了すると、FILEサーバ(nfssrv1)では以下の通りファイルが生成できます。


  続いて以下のコマンドを使用して全ての公開鍵を1つのファイルにします。

  まずはDISKサーバ用にFILEサーバ(nfssrv1, nfssrv2)公開鍵を1つのファイルにします。



  上記の通り、各FILEサーバの公開鍵を編集して生成した”authorized_keys”はそれぞれのDISKサーバ

に配布(コピー)します。コピーは同様に”scp”コマンドを使用します。



  同様に全てのDISKサーバに”authorized_keys”を配布します。


続いてFILEサーバ用に全ての公開鍵を1つのファイルにします。

先に生成したDISKサーバ用の” authorized_keys”に追加していきます。


  全ての公開鍵を編集して生成した”authorized_keys”をFILEサーバ(nfssrv2)に配布(コピー)します。

コピーには”scp”コマンドを使用します。



  これらの手順により公開鍵は全てのサーバに配布されました。

FILEサーバ(nfssrv1)で編集用に生成した、各サーバの公開鍵は不要になりますので削除します。



  続いて /root/.sshディレクトリ、および /root/.sshディレクリ配下のファイル属性を変更します。

これら公開鍵の情報は重要であるため、他ユーザより参照できないようRD/WR属性を外します。

ディレクトリ、およびファイルの属性変更は以下のコマンドを使用します。



  rootユーザ以外のRD/WR属性が無い事を確認します。

[注意] 本作業は全てのサーバで実施しなければなりません

  3.1.3 パスフレーズの入力を自動化する

自動運用するために以下の手順でssh接続時のパスフレーズ入力を回避するため、”/root/.shosts”
ファイルを生成します。本作業はviなどのテキストエディタを使用して行います。


例) FILEサーバ(nfssrv1, nfssrv2)の場合


例) DISKサーバの場合

   (disksrv11, disksrv12, disksrv13, disksrv14, disksrv21, disksrv22, disksrv23, disksrv24)


  [注意] ”/root/.shosts” ファイルは全てのサーバで生成しなければなりません。

  更に”/root/.shosts”を有効にするため”/etc/ssh/sshd_config”を以下のように修正します。

viなどのテキストエディタを使用して修正作業を行います。

本作業も全てのサーバで実施しなければなりません。



  ここまでの作業が完了したら、ssdサービスを再起動します。

サービスの再起動は、以下のコマンドを使用して行います。

本作業も全てのサーバで実施しなければなりません。



  最後にssh自動認証の確認、およびホスト名登録のため手動でssh接続を行います。

これは全ての経路接続を行う必要があるため、以下の経路で接続を行います。

  FILEサーバ(nfssrv1)


リモートFILEサーバ (nfssrv2)

全てのDISKサーバ

(disksrv11, disksrv12, disksrv13, disksrv14)

(disksrv21, disksrv22, disksrv23, disksrv24)

  FILEサーバ(nfssrv2)


リモートFILEサーバ (nfssrv1)

全てのDISKサーバ

(disksrv11, disksrv12, disksrv13, disksrv14)

(disksrv21, disksrv22, disksrv23, disksrv24)


  上記の例は「nfssrv1」 ←→ 「disksrv11」 の接続です。

  このように全てのサーバ間での接続を行い、sshの自動認証設定は完了です。

  3.2 設定ファイルの生成

Data Reservoirは幾つかの設定ファイルを必要とします。

以下の手順に従って、各設定ファイルを生成します。なお生成した設定ファイルは所定の格納場所に

納めなければなりませんので注意して下さい。

また各設定ファイルのサンプルは”/root/data_reservoir/etc/sample.xxxxx”に置いてあります。

  3.2.1 raidtab_data_reservoir

  FILEサーバでraid構築するための設定情報です。

本設定により接続するDISKサーバ台数、およびFILEサーバのパーティション数の設定を定義します。

[設定ファイル名] : raidtab_data_reservoir

[格納場所      ] : FILEサーバ “/etc”
[注意事項      ] : - 構築できるmd数は最大で14個となります。

                 - 10個以上のmdを構築する場合、Linux kernelの問題から”/dev/md1”を使用する

                  ことができません。(/dev/md1と/dev/md1xが識別できないため)

                 - raidを構築するデバイス名は”/dev/iscsixx”を用いなければなりません。


[各パラメータの説明]

  【raiddev】 

raidを構築するデバイス名を定義します。

Linuxで使用するraidデバイスは”/dev/md” で表されるスペシャルデバイスを用い、”/dev/md”に

続く番号が識別子になります。

この識別子がパーティションになりますので生成するパーティション数に応じた定義が必要になり

ます。

[raiddev ～raid-disk]までの定義(上記の例では14行)が1つのraidデバイスの定義になるため、

複数パーティションを定義する場合には、[raiddev ～raid-disk]までの定義を1つの固まりとして

定義しなければなりません。


  【raid-level】 

Linuxで使用するソフトraidのraidレベルを定義します。

Data Reservoirではストライピングモードを使用しますので、「0」を指定します。
  【nr-raid-disks】 


raidを構成するディスク数を定義します。


DataReservoirは、DISKサーバが仮想DISKになるためDISKサーバ台数を指定します。


  【chunk-size】


DISKサーバにデータを書き込む際のデータストライピングサイズを定義します。


DataReservoirでは実験の結果から512KBのデータ分割が最良であるため、”512k” を指定します。

本設定を変更する事で性能低下に繋がる場合があるため、変更しないで下さい。

但し本システムを熟知した上で変更する場合には「32k～2048k」の2ベキ乗単位で行います。

  【persistent-superblock】


未使用、常に“0”を指定します。

  【nr-spare-disks】


未使用、常に“0”を指定します。

  【device】


raidを構築するデバイス識別子を定義します。


「nr-raid-disks」で定義したDISKサーバ台数の設定が必要になります。


なお本識別子は上から順番に”0”, “1”, “2”, “3” と指定します。

  【raid-disk】


raidを構築するDISKサーバ名を定義します。


本定義で指定するDISKサーバ名はLinuxが認識するスペシャルデバイスでなければなりません。


DataReservoirの場合、iSCSIで接続するDISKサーバを”/dev/iscsi”で表されるスペシャルデバ

      イスを使用しているため、”/dev/iscsixy”を記載します(x:マイナー番号, y:パーティション番号)。

      マイナー番号

      マイナー番号とは、スペシャルデバイス名(/dev/iscsi)の後に記載される添え字(x)で「a ～ x」の

      24種のアルファベットで識別します。これはiSCSIで接続したDISKサーバを識別するための番号

      で、後述する/etc/iscsitabに定義する順番(上から)によって、a, b,… と割り当てます。

      パーティション番号

      パーティション番号とは、スペシャルデバイス名(/dev/iscsi)、マイナー番号の後に記載される添え字

(y)で、「1～15 (場合によって”1～4”は使用できません)」の14種類の数字で識別します。

      iSCSIで接続されたDISKサーバは、FILEサーバからBlockデバイスとして認識できるため、

      fdiskなどのツールによってパーティションを生成する事ができます。

      パーティションを生成した際のパーティション番号が、本値にあります。

      またパーティション生成時、1～4番のパーティション番号で拡張パーティションを生成した場合

      当該番号は使用する事ができません。

      [注意] パーティションを生成しない場合、パーティション番号は不要になります。

  3.2.2 iscsitab

iSCSIを使用する際のドライバ(イニシェータ側)の設定情報です。

FILEサーバと接続を行うDISKサーバ名、およびコネクションポート番号を定義します。

また高速転送時にDISKサーバ間で接続するサーバ名、およびコネクションポート番号を定義します。

なおFILEサーバとDISKサーバで設定内容が異なりますので注意してください。

[設定ファイル名] : iscsitab

[格納場所      ] : FILEサーバ“/etc”, DISKサーバ “/etc”
[注意事項      ] : host名を定義する場合、”/etc/hosts”に登録されていなければなりません。

<FILEサーバ用>

FILEサーバと接続を行うDISKサーバ名、およびコネクションポート番号を定義します。


<DISKサーバ用>

DISKサーバは高速転送時、自身と対になるDISKサーバとiSCSIプロトコルを使用してデータ転送を

行います。そこでデータ転送を行うDISKサーバ名、およびコネクションポート番号を定義します。


[各パラメータの説明]

  【local / remote】 (FILEサーバのみ)


ローカルシステムを表す識別子です。


ローカルシステムの場合は”local”, リモートシステムの場合は”remote”を指定します。


DISKサーバでは当該指定は不要です。

  【nfs_srv】 (FILEサーバのみ)


FILEサーバ名、およびポート番号を定義します。

  【disk_srv1～disk_srv24】 (FILEサーバ, DISKサーバ共通)


iSCSI接続を行うサーバ名およびコネクションポートを定義します。


FILEサーバの場合
システム配下のDISKサーバ名、またはIPアドレスを定義します。


なおここで指定する順番(disk_srv1～)が、「3.2.1. raidtab_data_reservoir」で使用するスペシャル


デバイス名のマイナー番号になります。



なおFILEサーバの場合、コネクションポートは「3.2.4. iscsidtab」で後述する”raiddev”で指定

するポート番号を使用します。

(本システムを熟知したエキスパートでない限り”9000”番を使用します)


DISKサーバの場合

高速転送を行う対象DISKサーバ名、またはIPアドレスを順番に定義します。


DISKサーバの場合、下図の通り配下のDISK毎にiSCSIセッションを張り、転送するため、


「3.2.4. iscsidtab」で後述する”rawdev”で指定するポート番号を使用します。


(本システムを熟知したエキスパートでない限り”9010”番～ 使用します)



  3.2.3 fstab

raidデバイスのマウントポイントを定義するための設定情報です。

[設定ファイル名] : fstab

[格納場所      ] : FILEサーバ “/etc”
[注意事項      ] : mdデバイスはマウントオプションに”noauto”を使用して下さい。




[各パラメータの説明]

  【デバイス名】


Data Resrervoirで使用するパーティションデバイス名を定義します。


「3.2.1. raidtab_data_reservoir」で設定した”/dev/mdx”名を全て指定しなければなりません。

  【マウントポイント】


パーティションのマウントポイント名を定義します。

      複数のパーティションを生成する場合、パーティション数に応じた定義が必要になります。


ここで指定したマウントポイントのディレクトリが存在しない場合、別途ディレクトリを生成しな


ければなりません。


  【fs種別】


マウントするファイルシステムの種別を定義します。


Data Reservoirでは ”ext2” ファイルシステムのみサポートしていますので、”ext2”と指定します。

  【マウントオプション】


起動時の自動マウント指定です。


これはLinux起動時の自動マウント指定です。


Data Reservoirでは別途起動スクリプトが用意されているため、本指定は”noauto” にして下さい。


(Data Resevoirの起動スクリプトで自動マウントを行います)

  【dump要否】


dumpの要否を定義します。


Data Reservoirでは、”0” を指定します。

  【fsck要否】


Linux起動時、fsckによるチェックの要否を定義します。


Data Reservoirでは、”0” を指定します。

  3.2.4 iscsidtab

  DISKサーバでデータ分割、およびiSCSIのコネクションを行うための設定情報です。

[設定ファイル名] : iscsidtab

[格納場所      ] : DISKサーバ “/etc”
[注意事項      ] : - 構築できるraidデバイス(md)は1個となります。

                 - raidデバイスを構築するデバイス名は”/dev/dr”を用いなければなりません。


[各パラメータの説明]

  【raiddev】


DISKサーバ配下でraidを構築するデバイス名を定義します。

DISKサーバ配下では、配下のSCSI DISKを1つのraidデバイスにして使用します。

本システムを熟知したエキスパートで無い限り ”/dev/md0” を指定します。

  【raid-level】

DISKサーバ配下で使用するraidのraidレベルを定義します。

Data Reservoirではストライピングモードを使用しますので、「0」を指定します。
  【nr-raid-disks】


raidを構成するディスク数(データディスク)を定義します。


DISKサーバ配下でデータ領域として使用するDISK数を指定します。


なお「3.2.8. mirrortab」でミラーリング機能を有効にする場合には、データ領域として使用する


DISK数の半分の値を指定します。


  【persistent-superblock】


未使用、常に“0”を指定します。

  【chunk-size】


DISKサーバ配下で使用するraid機能のデータストライピングサイズを定義します。


DataReservoirでは実験の結果から128KBのデータ分割が最良であるため、”128” を指定します。

      本設定を変更する事で性能低下に繋がる場合があるため、変更しないで下さい。

      但し本システムを熟知した上で変更する場合には「4～128」の2ベキ乗単位で行います。

  【device】


raidを構築するデバイス識別子を定義します。


「nr-raid-disks」で定義したDISKサーバ台数の設定が必要になります。


なお本識別子は上から順番に”0”, “1”, “2”, “3” と指定します。

  【raid-disk】


raidを構成するSCSI DISK (データディスク)のデバイス名を定義します。


デバイス名とは、DISKサーバ配下に接続されるSCSI DISKのスペシャルデバイス名、マイナー

番号を指定します。


SCSI DISKのスペシャルデバイス名


DISKサーバ配下のSCSI DISKに対してはData Reservoirオリジナルの「DRdriver」を使用して

いるため、”/dev/dr”を定義します。

またDISKサーバ配下のSCSI DISK毎のマイナー番号を付加します。


(マイナー番号の求め方については、付録B. マイナー番号の取得方法 を参照のこと)

  【port】


DISKサーバ配下のraidデバイス、rawデバイスに対するアクセスポート番号を定義します。


Data Reservoirでは下図のようにポート番号によりアクセスデバイスを定めています。



raiddevの場合


本システムを熟知したエキスパートでない限り”9000番”を指定します。


なお本設定を変更する場合「3.2.2. iscsitab」の変更が必要になります。


rawdevの場合


各DISK毎に別々のポート番号を持たなければ行けません。

本システムを熟知したエキキスパートでない限り”9010番～” を指定します。


なお本設定を変更する場合「3.2.2. iscsitab」の変更が必要になります。

  【ip】


未使用、常に“0.0.0.0”を指定します。

  【port_lock】


iSCSIプロトコルを使用した不正アクセスが発生した場合のポート閉鎖機能を定義します。


(本システムを熟知したエキスパートでない限り”1”を指定します)


  【allow_ip】


iSCSIプロトコルのアクセスを許すIPアドレスを定義します。


なお、本設定は次に説明するnetmaskと共に有効となるため、ローカルFILEサーバ、およびリモ


ートFILEサーバ、DISKサーバが同一サブネットの場合、いずれかのIPアドレスを指定します。


raiddevのallow_ip


DISKサーバ配下の”raiddev”へのアクセスは、FILEサーバです。

ローカルFILEサーバ、リモートFILEサーバのIPアドレスを指定します。


rawdevのallow_ip


DISKサーバ配下の”rawdev”へのアクセスは、高速転送を実施する際の対向DISKサーバです。


高速転送時、対向となるDISKサーバのIPアドレスを指定します。


なお、ミラーリング機能を使用する場合ミラーリングを行うサーバIPアドレスも追加します。


※ IPv6を使用する場合、allow_ip/netmask に追加します。

  【netmask】


前項” allow_ip”のネットワークマスク値を定義します。


” allow_ip” と “netmask” によってiSCSIプロトコルでのアクセス許可を行います。


複数のサブネットをアクセス対象にする場合には、” allow_ip” と “netmask” をセットにして


複数追加する事が可能です。


  【rawdev】


DISKサーバ配下に接続される個々のデバイス名を定義します。


デバイス名は、SCSI DISKのスペシャルデバイス名(/dev/dr)とマイナー番号を指定します。


  3.2.5 exports

  NFSアクセス許可を与えるための設定情報です。

[設定ファイル名] : exports

[格納場所      ] : FILEサーバ “/etc”
[注意事項      ] : 2Gbyteを超えるデータ交換を可能にするためnfsはver3をご使用下さい。



[各パラメータの説明]

  【開放するデバイス名】


NFSアクセスを許可するマウントポイントを定義します。

「3.2.3. fstab」で定義したマウントポイント内から許可するマウントポイントのみを指定します。

  【開放するホスト名】


NFSアクセスを許可するクライアントIPアドレスを定義します。


次項の”ネットマスク”と共に有効となります。

  【ネットマスク】


” 開放するホスト名”のネットワークマスク値を定義します。


” 開放するホスト名” と “ネットマスク” によってNFSクライアントアクセスを許可します。

  【アクセス単位】


NFSクライアントからのアクセス属性を定義します。


  3.2.6 hosts

  host名解決を行うための設定情報です。

[設定ファイル名] : hosts

[格納場所      ] : FILEサーバ “/etc”, DISKサーバ “/etc”
[注意事項      ] : なし



[各パラメータの説明]

  【ホストIPアドレス】


Data Reservoirを構成するFILEサーバ、 DISKサーバのIPアドレスを定義します。

  【ホスト名】


Data Reservoirを構成するFILEサーバ、 DISKサーバのホスト名を定義します。

IPv6アドレスを使用する場合、IPv4アドレスで使用しているホスト名とは別名で定義します。

  3.2.7 hosts.allow

  接続許可設定を行う設定情報です。

[設定ファイル名] : hosts.allow

[格納場所      ] : FILEサーバ “/etc”
[注意事項      ] : なし



[各パラメータの説明]

  【アクセス許可ホストIP】


アクセス許可を行うIPアドレスを定義します。


Data Reservoirを構成するFILEサーバ、DISKサーバのIPアドレスを指定します。

  3.2.8 mirrortab

  ミラーリング機能の設定情報です。

[設定ファイル名] : mirrortab

[格納場所      ] : DISKサーバ “/etc”
[注意事項      ] : なし





[各パラメータの説明]

  【対象デバイス】


ミラーリング機能の対象デバイスを定義します。


ここで指定したデバイスがミラーリング機能のマスターデバイスになります。

  【ミラー先サーバ名】


ミラーリングを行うミラー先のサーバ名を定義します。


対象デバイスで定義したデバイスのコピー先サーバになります。

  【ミラー接続ポート番号】


ミラーリングを行うミラー先デバイスのポート番号を定義します。


「3.2.4. iscsidtab」で定義した ”rawdev” のport番号を指定します。


なおミラー先サーバの推奨は以下の通りです。

	ミラー元

サーバ名
	ミラー元

ディスク名
	
	ミラー先ディスク名

(ポート番号)
	ミラー先

サーバ名

	disksrv11
	/dev/dr1
	→
→
→
→
→
→
	/dev/dr3 (9012)
	disksrv12

	
	/dev/dr2
	
	/dev/dr4 (9013)
	

	disksrv12
	/dev/dr1
	
	/dev/dr3 (9012)
	disksrv11

	
	/dev/dr2
	
	/dev/dr4 (9013)
	

	disksrv13
	/dev/dr1
	
	/dev/dr3 (9012)
	disksrv14

	
	/dev/dr2
	
	/dev/dr4 (9013)
	

	disksrv14
	/dev/dr1
	→
→
	/dev/dr3 (9012)
	disksrv13

	
	/dev/dr2
	
	/dev/dr4 (9013)
	

	disksrv21
	/dev/dr1
	→
→
→
→
→
→
	/dev/dr3 (9012)
	disksrv22

	
	/dev/dr2
	
	/dev/dr4 (9013)
	

	disksrv22
	/dev/dr1
	
	/dev/dr3 (9012)
	disksrv21

	
	/dev/dr2
	
	/dev/dr4 (9013)
	

	disksrv23
	/dev/dr1
	
	/dev/dr3 (9012)
	disksrv24

	
	/dev/dr2
	
	/dev/dr4 (9013)
	

	disksrv24
	/dev/dr1
	→
→
	/dev/dr3 (9012)
	disksrv23

	
	/dev/dr2
	
	/dev/dr4 (9013)
	


  【有効/無効】


ミラーリング機能の「有効 / 無効」を設定します。


  3.2.9 smb.conf

  Sambaサービスの設定情報です。

[設定ファイル名] : smb.conf

[格納場所      ] : FILEサーバ “/etc/samba/”
[注意事項      ] : 既存ファイルがありますので、下記に従って修正します



Sambaアクセスを行うためには、上記赤色部分に従って、アクセスを許すマウントポイントを


追加します。

[各パラメータの説明]

  【comment】


コメントを定義します。(マウントポイント名が識別できる名前を定義します)

  【path】


アクセスを許可するマウントポイント名を定義します。

  【valid users】


マウントポイントに対してアクセスを許可するユーザ名を定義します。


複数のユーザを指定するには、”, “ で区切ります。


またグループ単位でアクセスを許可するには、グループ名の前に”@”を付加します。

  【public】


サーバにアクセスできないユーザに対する、共有資源(主にプリンタなど)へのアクセスを許可する

ためのSamba設定です。


Data Reservoirでは、”no” を定義します。

  【writable】


マウントポイントへの書き込み許可を定義します。

  【printable】


プリンタの設定を行うための設定項目です。


Data Reservoirでは、”no” を定義します。


  3.3 サーバのリブート


  これまでの作業によってData Reservoirのインストール作業、および設定ファイルの作成は完了しま

した。パーティションを生成すると、全ての作業が完了します。

ここで作業手順に漏れがないか確認を行い、設定ファイルを反映させるためサーバのリブートを行います。


上記の項目のうち、未実施の物がありましたら各章に戻り、作業を行います。

全ての作業が完了しましたら、FILEサーバで以下のコマンドを実行し全てのサーバをリブートします。


本コマンドにより、ローカルシステム / リモートシステムのサーバがリブートされるため、ローカル/リモ

ート、いずれかのFILEサーバで実施します。

また起動時、FILEサーバのみData Reservoirサービスの起動で失敗します。(Linux起動画面)

これはデータディスクのパーティションを生成をしていないためです。

(初期設置の場合、Data Reservoirサービスの起動が失敗する事が正常動作です)

次の章でパーティションの生成を行いますので、全てのサーバが起動したら次の作業を行います。

  3.4 パーティション作成


  本章では、パーティションの生成を行います。

Data Reservoirは、FILEサーバとDISKサーバをiSCSIプロトコルによって接続し、DISKサーバを

FILEサーバのSCSI DISKとして認識させています。

またLinuxのソフトウェアRAID機能を使用して、複数のDISKサーバを使用したRAIDデバイスを

作成します。

そこで各DISKサーバ毎にパーティョンを生成し、それぞれを組み合わせてRAIDデバイスを作成します。

以下がパーティションの概念図になります。








 3.4.1 iSCSIデバイスの接続

  パーティションを作成する前に、FILEサーバとDISKサーバの接続を行います。

以下のコマンドを使用して、FILEサーバとDISKサーバを接続します。


また、接続状態を確認するために以下のコマンドを実行します。


本コマンドを実行し、デバイス情報に「Vendor: FPL SPCL Model: FJ program lab」が表示されるデバ

イスが、iSCSIで接続されたDISKサーバになります。

この時、システム内のDISKサーバ台数(1G modelの場合 4台, 10G modelの場合 24台) に応じた、

デバイス情報が表示されます。

また接続されたデバイスには、表示上側から順番にスペシャルデバイス名(/dev/sdx)が割り当てられます。

但し、SCSI コントローラはブロックデバイス(Direct-Access)でないため、(/dev/sdx)のスペシャルデバ

イス名は割り当てられない事に注意します。スペシャルデバイス名は次項「3.4.2.パーティション区画設定」

で必要になるため必ず確認します。


なお、当該コマンドはローカルFILEサーバ、リモートFILEサーバとも実施しなければなりません。

 3.4.2 パーティション区画設定

  続いてDISKサーバ毎にパーティション区画を設定します。

パーティション区画設定には以下に示す制約が幾つかありますので注意が必要です。



  ここでは”fdisk”ツールを使用したパーティション区画設定について説明します。 

他のツールを使用する場合には、注意事項を参考に行って下さい。

以下のコマンドを実行します。


“fdisk” コマンドに続くスペシャルデバイス名(/dev/sdb)は前項で確認したDISKサーバ名を指定します。

当該コマンドは全てのDISKサーバ(/dev/sdb～/dev/sde)に対して行います。


ここからはインタラクティブモード(対話式)になります。

以下のコマンドを使用して、パーティション区画を設定します。

なお ”fdisk” には、他コマンドも用意されています。必要であれば御使用下さい。


以下は、fdisk ツールの実行例です。


    (1)  pコマンド


=> パーティション情報を表示して、状態を確認します。


   上記の例では、パーティションが存在しませんが、もし不要なパーティションが存在する場合は


   “d” コマンドを使用して削除します。

    (2)  n コマンド


=> 新規にパーティションを作成します。

    (3)  Command action

=> パーティションタイプを指定します。


    4つ以下のパーティションを作成する場合、”p”(primary partition)を指定します。


    4つを超えるパーティションを作成する場合、4番目のパーティションを作成する際、


    “e”(extended) を指定します。”e”を選択した場合、残り全ての領域を確保します。

    (4)  Partition number

=> パーティション番号を指定します。

    (5)  First sector

=> 注意事項に従い、パーティションの開始位置をブロック単位で入力します。


    第1パーティション、および各論理パーティションの先頭には、制御情報として”63ブロック”

    が、システムに使用されます。そのため開始位置がずれるので注意して下さい。

    (6)  Last sector

=>注意事項に従い、パーティションの終了位置をブロック単位で入力します。

    複数パーティションを作成する場合、(2)～(6)の作業を繰り返します。

    なお4つを超えるパーティションを作成する場合、4番目のパーティション作成時、”e”を選択し

    残り全ての容量を確保します。

    パーティションテーブルは、基本的に4つの領域を作成する事ができますが、1つのDISKに生成

    できるパーティション数が4つでは少ない事から、1つのパーティション領域を「拡張領域」として、

    その拡張領域内で「論理パーティション」を生成するためのものです。

    Data Reservoirでは、基本領域に3個(パーティション番号1～3)、拡張領域に11個(パーティション

番号5～15)のパーティションを使用する事ができます。

    但しfdiskツールを使用すると、論理パーティション領域に15番目を超えるパーティションを作成

    する事ができますが、Data Reservoir(Linuxの制限)では使用できませんのでご注意下さい。

    (7)  wコマンド


=> パーティションの区画設定が完了した場合、”w”コマンドを入力します。


    “w”コマンドを実行する事で、設定したパーティション情報がDISK内に書き込まれます。

    以上の作業を各DISKサーバに対して実施します。1G modelの場合、4つのDISKサーバに対して

実施します。本作業はローカルシステム、リモートシステムそれぞれ行わなければなりません。

    [参考]

    上記の例では、

	ローカルシステム
	スペシャルデバイス名
	コマンド, パラメータ

	disksrv11
	/dev/sdb
	fdisk –u /dev/sdb

	disksrv12
	/dev/sdc
	fdisk –u /dev/sdc

	disksrv13
	/dev/sdd
	fdisk –u /dev/sdd

	disksrv14
	/dev/sde
	fdisk –u /dev/sde


	リモートシステム
	スペシャルデバイス名
	コマンド, パラメータ

	disksrv21
	/dev/sdb
	fdisk –u /dev/sdb

	disksrv22
	/dev/sdc
	fdisk –u /dev/sdc

	disksrv23
	/dev/sdd
	fdisk –u /dev/sdd

	disksrv24
	/dev/sde
	fdisk –u /dev/sde


 3.4.3 パーティションのフォーマット

  パーティション区画設定が完了したら、raidデバイスを構築しフォーマットを行います。

以下のコマンドを実行し、raid デバイスを構築します。



    ※ パーティション作成時、iSCSIデバイスの接続を行いましたので一度iSCSIデバイスを切断する

       ために”dsdetach”コマンドを実行します。

また、raidデバイスの構築状態を以下のコマンドを使用して確認します。


以下コマンドの実行例です。


続いて以下のコマンドを使用してraidデバイスのフォーマットを行います。

複数のパーティションを作成した場合、全てのパーティションをフォーマットします。


以下コマンドの実行例です。


 3.4.4 Data Reservoirデバイスのマウント

  これまでの作業で全ての設定が完了しました。

最後にData Reservoirデバイスのマウントを行います。

以下のコマンドを実行します。



    ※ フォーマット実行時、raidデバイス接続を行いましたので一度raidデバイスを切断するために

       ”dsdetach”コマンドを実行します。

Data Reservoirデバイスのマウント状態を以下のコマンドを使用して確認します。


以下コマンドの実行例です。


 第 4章  設定確認とお試し運用


  本章では、組上がったData Reservoirの設定確認方法とお試し運用の方法について説明します。

なおData Reservoirシステムのネットワークにデータが流れる(ping応答やSSHでのログイン)事を前提

にしていますので、ネットワークの不具合がある場合、ネットワーク管理者にお問い合わせ下さい。

 4.1. 設定確認

  Data Reservoirシステムの確認については以下の項目があります。

  (1) Data Reservoirソフトが正しくインストールされているか?

  (2) iSCSIプロトコルが動作しているか?

  (3) raidデバイスが正しく認識できるか?

次項より順番に説明していきます。

 4.1.1 Data Reservoirソフトインストール確認

  Data Reservoirソフトウェアが正しくインストールされているか確認します。

以下のコマンドを実行します。


なお以下の例はローカルFILEサーバで行い、SSHを使用して全てのサーバ(ローカルFILEサーバ、

ローカルDISKサーバ)のソフトウェアバージョンを確認しています。

同様にリモートシステムの確認も行う事ができます。


上記の通りインストールを行ったソフトウェアバージョンが表示されると(赤字部分)、インストールが

正常に完了しています。

ソフトウェアバージョンが表示されない場合、またはインストールしたバージョンが表示されない場合、

2.8章の手順に従って該当サーバのソフトウェアを再度インストールして下さい。

 4.1.2 iSCSI プロトコル動作確認

  iSCSIプロトコルが正しく動作しているか確認します。

以下のコマンドをFILEサーバで実行します。


以下は実行例です。


本コマンドはiSCSIの接続状態を表示します。

この時、接続対象となるDISKサーバ(ローカルシステム、またはリモートシステム)のIPアドレス、

ポート、ステータスが正しく表示されていれば動作しています。(ステータスが負の値を表示していれば

異常です)

IPアドレス、ポート番号が表示されない、またはステータスが異常(負の値を示している)場合、以下の要因

が考えられます。

    □ iscsitab 設定ファイルが正しくない (FILEサーバ)

    □ iscsidtab 設定ファイルが正しくない (DISKサーバ)

    □ ネットワークが遮断されている

「3.2. 設定ファイルの生成」に従い設定ファイルを確認、または”ping”コマンドを使用してネットワークの

状態を確認して下さい。ネットワークに問題がある場合、ネットワーク管理者にお問い合わせ下さい。

上記問題が解決したならば、以下のコマンドを実行し、iSCSIを再接続します。


なお設定ファイルの変更を行った場合には、設定ファイル反映のためシステムの再起動を必要です。

以下のコマンドを実行して、サーバリブートを実施して下さい。


 4.1.3 raidデバイス確認

  FILEサーバにraidデバイスが正しくマウントされているか確認します。

以下のコマンドをFILEサーバで実行します。


以下は実行例です。


本コマンドはraidデバイスのマウント状態を表示します。

この時、/dev/mdxデバイスがマウントされていれば正しく動作しています。(ローカルシステム、

リモートシステム、それぞれ確認します)

/dev/mdxデバイスがマウントされていない、またはマウントされている/dev/mdxデバイスが少ない場合は

以下の要因が考えられます。

    □ raidtab_data_reservoir 設定ファイルが正しくない (FILEサーバ)

    □ fstab 設定ファイルが正しくない (FILEサーバ)

    □ パーティションが正しく生成されていない

    □ パーティションがフォーマットされていない

「3.2. 設定ファイルの生成」に従い設定ファイルを確認、または、「3.4 パーティション作成」に従い、パ

ーティションを作成して下さい。

上記問題が解決したならば、以下のコマンドを実行し、再度マウントを行います。


なお設定ファイルの変更を行った場合には、設定ファイル反映のためシステムの再起動が必要です。

以下のコマンドを実行して、サーバリブートを実施して下さい。


 4.2. お試し運用

  本章ではData Reservoirシステムを使用して「高速転送」の実施手順について説明します。

高速転送を行うため、転送対象パーティションにデータを蓄積します。

お手頃なデータが無い場合、以下のコマンドを実行しテストデータを作成します。


本コマンドを実行する事で、”/mnt/disk11” に1GBのテストデータをディスクが一杯になるまで、作成

します。(指定マウントポイントについては、構成に応じて読み替えてください)

なお1GBのファイルはおよそ10秒で生成されます。(1TBの場合、3時間弱)

パーティション容量が大きく、全てのデータを生成するのに時間がかかる場合、上記コマンドの最後に

容量を指定する事で、指定容量のファイルを生成します。


以下は実行例です。


データの準備ができたら、実際に高速転送を行います。

以下のコマンドを実行します。(なお、コマンドオプションについては5章 基本操作を参照してください)


以下は実行例です。

なお、システムコンソールで本コマンドを実行すると以下のメッセージ途中にシステムメッセージが表示

されます。


高速転送が失敗する場合、以下の要因が考えられます。

    □ iscsitab 設定ファイルが正しくない (DISKサーバ)

    □ iscsidtab 設定ファイルが正しくない (DISKサーバ)

    □ ローカルシステム、リモートシステムのパーティションがマウントされていない

    □ ローカルシステム、リモートシステム間のネットワークが遮断されている

「3.2. 設定ファイルの生成」に従い設定ファイルを確認して下さい。

または以下のコマンドを実行し、パーティションのマウントを確認、”ping”コマンドを使用したネット

ワークの状態を確認して下さい。

ネットワークに問題がある場合、ネットワーク管理者にお問い合わせ下さい。


第５章  基本操作

  本システムへのデータアクセス方法、およびサポート専用コマンドについて説明致します。


  5.1 データアクセス(Read/Write)

  Data Reservoirシステムにデータアクセスするには、clientよりData ReservoirをNFSマウントして

頂きます。またはSambaを使用したネットワークデバイスの割り当てを行います。

これによりData Reservoirシステム内の全てのデータ領域にアクセスすることが可能です。

NFSアクセスを行う場合、Linuxの汎用コマンドをご使用下さい。(例 : cp, mv ...)


             LAN

  5.2 rawcp

<概要> データを高速転送します

<構文> rawcp filesystem hostname(IP)
       rawcp [option -fbp] filesystem hostname(IP)
       rawcp [option -fbp] filesystem hostname(IP):destination_filesystem

       rawcp [option -ap] hostname(IP)
       rawcp [option -v]

<引数> filesystem : データを転送するパーティション名

                    [マウントポイント または デバイス名(/dev/mdx)]

        hostname  : データを受信するホスト名

                    [ホスト名 または IPアドレス]

<option>   -a
: 全てのfilesystemを転送します

           -b
: DISK内の全データを強制的に転送します(空き領域も含めて転送します)

           -p
: 転送中の状態を表示します(プログレスバー表示)

           -v
: バージョンを表示します

           -f
: NFSクライアント、Sambaクライアントを強制的に切断し当該コマンドを実行します

<実行権限> 全ユーザ

<注意>  高速転送は、ローカルDISKサーバからリモートDISKサーバへ転送します。

        また高速転送を行っている間、clientからは転送先パーティションへのアクセス(Read/Write)

は出来ません。
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  実行画面


  5.3 dsattach

<概要> DISK サーバを接続します

<構文> dsattach [option -a]

       dsattach filesystem hostname(IP)
       dsattach filesystem  mount_point  hostname
       dsattach [option -rme]  filesystem  mount_point  hostname
       dsattach [option -rme]  filesystem  hostname: mount_point
       dsattach

<引数> filesystem   : 接続するパーティション名

                     [マウントポイント または デバイス名(/dev/mdx)]

       hostname   : 接続するDISK サーバが属するFILEサーバ名

                     [ホスト名 または IPアドレス]

       mount_point : 接続するマウントポイント名(fstabで定義した場所以外にマウントする場合)

<option>   -a
: ローカルシステムの全パーティションを接続します。

接続するパーティションは/etc/raidtab_data_reservoirに定義されるものが

対象となります。

           -r
: 接続したDISKサーバでraid構築しません。

           -m
: 接続したDISKサーバでraidは構築しますが、mount point へマウントしません。

           -e
: 接続したDISKサーバでraidを構築し、mount pointへマウントはしますが、

nfsアクセスを許可しません。

(注意: オプション-rmeは同時に指定できません)

<実行権限> root


  5.4 dsdetach

<概要> DISK サーバを切断します

<構文> dsdetach [option -af]

       dsdetach [option -rf] filesystem
       dsdetach [option -rf] mount_point
       dsdetach

<引数> filesystem
: 切断するパーティション名

[マウントポイント または デバイス名(/dev/mdx)]

mount_point
: 切断するマウントポイント名(fstabで定義した場所以外にマウントする場合)

<option>   -a

: 接続中の全パーティションを切断します。

切断するパーティションは/etc/raidtab_data_reservoirに定義されるものが

対象となります。

           -r

: 指定パーティションを切断しますが、raid構築は解除しません。

           -f

: 指定パーティションを強制的に切断します。

<実行権限> root


 第６章  構成変更

  本システムでは以下の構成変更が可能です。

いずれもシステムを停止する必要がありますのでご注意下さい。

    □ パーティション数

    □ パーティションサイズ

システムの構成変更を行う場合、以下の手順に従って実施します。

    (1) Data Reservoirデバイスの切断

    (2) 設定ファイル変更

    (3) パーティション作成

    (4) システム再起動(サーバリブート)

 6.1 Data Reservoirデバイスの切断

  以下のコマンドを実行し、Data Reservoirのデバイスを切断し、iSCSIサービスを停止します。

なお本作業は構成を変更するFILEサーバで行います。


以下はコマンド実行例です。


 6.2 設定ファイルの変更

  パーティション数を変更するには、以下の設定ファイルを変更しなければなりません。

パーティション容量を変更する場合には、本設定ファイルを変更する必要はありませんので、次章に進んで

下さい。


□ /etc/raidtab_data_reservoir


□ /etc/fstab

設定ファイルは「3.2.1 raidtab_data_reservoir」、「3.2.3 fstab」の手順に従って修正します。

注意点は以下の通り。

□ /etc/raidtab_data_reservoir

以下のように”raiddev”情報群を追加削除する事でパーティション数を変更する事ができます。






なお ”device” 欄に記載する”/dev/iscsixy”の添え字はパーティション番号です。

拡張パーティション(大抵は4番目)を使用している場合には、当該パーティションは使用できませんの

でご注意下さい。

□ /etc/fstab

  “/etc/raidtab_data_reservoir”で設定したパーティション数に応じたマウントポイントを追加、削除

します。

 6.3 パーティションの作成

  「3.4 パーティション作成」の手順に従ってパーティションを作成し、フォーマットを行います。

 第７章  その他

  本システムでは /proc を通してデバイスの接続情報が確認できます。


以下はコマンド実行例です。


本コマンドの実行で、接続しているDISKサーバ、およびコマンドQueueing数が表示されます。

第８章  異常を感じたら

本システムでは以下の範囲でのエラーリカバリに対応しております。

◇ Network障害

Networkでの障害は、TCP層でのパケット再送で対応いたします。

◇ SCSI I/F障害

ドライバ層でのリトライで対応いたします。

◇ サーバ電源障害

オペレータによる再試行をお願いします。

また上記のエラーリカバリで救済出来ない場合には、システムログおよびコマンドログエラー事象を出力

致しますので、ログの確認をお願いします。

  8.1 システムログ

  本システム運用時のNetwork障害、SCSI I/F障害、その他の障害についてはシステムログにエラー事象

を出力いたしますので、ログの確認をお願いします。

出力先 :  /var/log/messages
  8.2 rawcpログ

rawcpコマンド実行時にエラーが発生した場合、エラー事象はrawcopy専用のログに出力いたしますので、

ログの確認をお願いします。

出力先 : /var/log/rawcp/rawcp_xxxxx               (xxxx : サーバ名)

  8.3 エラー情報収集

エラーが発生した場合、迅速な対応をさせて頂くため以下の情報収集をお願いする場合がございます。


□ システムログ
[/var/log/messages]


□ rawcpログ
[/var/log/rawcp/rawcp_xxxxx] 


□ 設定ファイル
[/etc/iscsitab, /etc/iscsidtab, /etc/raidtab_data_reservoir, /etc/mirrortab




/etc/exports, /etc/fstab, /etc/hosts, /etc/hosts.allow]

付録 A. Linux configファイル









付録 B. マイナー番号の取得方法


  SCSI デバイスのマイナー番号の求め方について以下に説明します。

「/dev/dr」スペシャルデバイスのマイナー番号は、該当するサーバ内で、以下のコマンドを実行して確認

します。


以下、実行例です。


上記は “cat /proc/scsi/scsi”の実行結果です。(これはDISKサーバで実行します)

Linuxにて、接続されるSCSIデバイスの情報は3行の情報で1つのデバイス状態を表しています。


    Cannel
: SCSI コントローラID

    Id

: SCSI ID

    Lun
: SCSI Logical Unit Number

    Vendor
: SCSIデバイスの提供会社

    Rev
: SCSIデバイスバージョン

    Type
: SCSIデバイスタイプ    (Direct Access = DISK)

    ANSI SCSI
: SCSIデバイスがサポートしているSCSI仕様バージョン

/dev/dr デバイスは全てのSCSIデバイスにマイナー番号を割り当てるため、上図のようにマイナー番号を

“0”から割り当てます。

この時、緑枠(/dev/dr0)はシステムディスク、青枠(/dev/dr5)はSCSIコントローラとなるため、データ

ディスクは赤枠(/dev/dr1～/dev/dr4)となります。
付録 C. 障害連絡表

障害連絡表

送付先 : 富士通コンピュータテクノロジーズ                   発生日 :        年    月    日    

装置名 : Data Reservoir                                     御担当者 :                        


東京大学殿向け





  高速ファイル転送システム


  (Data Reservoir)


  取り扱い説明書





boot=/dev/sda3


map=/boot/map


install=/boot/boot.b


prompt


timeout=50


message=/boot/message


append=""


default= linux-2.4.19-usagi_stable_20021007-dr





image=/boot/vmlinuz-2.2.16-22smp


        label=linux-smp


        initrd=/boot/initrd-2.2.16-22smp.img


        read-only


        root=/dev/sda5





image=/boot/ vmlinuz-2.4.19-usagi_stable_20021007-dr


        label=linux-2.4.19-usagi_stable_20021007-dr


        initrd=/boot/ initrd-2.4.19-usagi_stable_20021007-dr.img


        read-only


        root=/dev/sda5





--------------------------------------------------------------------


               data reservoir install start


--------------------------------------------------------------------





                   火 10月 30 20:38:26 CST 2001





                    Select number you want.








                     1  :  file server





                     2  :  disk server








                     0  :  Cancel <Quit>








--------------------------------------------------------------------


 Input menu number =>   





FILE server1











DISK


Server 14











DISK


Server 13











DISK


Server 12











DISK


Server 24





FILE server2





[root@nfssrv1 /root]# ssh-keygen -t dsa -P “” -N “” -f /root/.ssh/id_dsa


Generating public/private dsa key pair.


Your identification has been saved in /root/.ssh/id_dsa.


Your public key has been saved in /root/.ssh/id_dsa.pub.


The key fingerprint is:


f6:9c:b6:fd:73:53:7b:88:75:07:54:56:d9:71:0c:ad root@nfssrv1.ctec.fujitsu.com 


[root@nfssrv1 /root]#





[root@nfssrv1 /root]# ls -al


drwx------	2 root	root	4096	10月  4 23:22 .


drwxr-x---	12 root	root	4096	10月 30 21:15 ..


-rw-------	1 root	root	668	10月  4 23:22 id_dsa		← マスターキー


-rw-r--r--	1 root	root	618	10月  4 23:22 id_dsa.pub	← 公開鍵


[root@nfssrv1 /root]#





# vi /etc/ssh/sshd_config





[root@nfssrv1 root]# ssh -1 disksrv11


The authenticity of host 'disksrv11 (192.168.0.11)' can't be established.


RSA key fingerprint is ac:03:1f:de:e0:23:d4:f1:70:93:84:3e:35:13:32:8a.


Are you sure you want to continue connecting (yes/no)? yes	← “yes”を入力


Warning: Permanently added '192.168.0.11' (RSA) to the list of known hosts.


[root@disksrv11 root]# ssh -1 nfssrv1


The authenticity of host 'nfssrv1 (192.168.0.10)' can't be established.


RSA key fingerprint is ac:03:1f:de:e0:23:d4:f1:70:93:84:3e:35:13:32:8a.


Are you sure you want to continue connecting (yes/no)? yes	← “yes”を入力


Warning: Permanently added '192.168.0.10' (RSA) to the list of known hosts.


[root@nfssrv1 root]# exit


[root@disksrv11 root]# exit


[root@nfssrv1 root]#





# /etc/rc.d/init.d/sshd restart





[root@disksrv11 root]# less /root/.shosts


nfssrv1				root


nfssrv1.ctec.fujitsu.co.jp	root


nfssrv2				root


nfssrv2.ctec.fujitsu.co.jp	root


[root@disksrv11 root]#





[root@nfssrv1 root]# less /root/.shosts


nfssrv1				root


nfssrv1.ctec.fujitsu.co.jp	root


nfssrv2				root


nfssrv2.ctec.fujitsu.co.jp	root


disksrv11			root


disksrv11.ctec.fujitsu.co.jp	root


disksrv12			root


disksrv12.ctec.fujitsu.co.jp	root


disksrv13			root


disksrv13.ctec.fujitsu.co.jp	root


disksrv11			root


disksrv11.ctec.fujitsu.co.jp	root


disksrv12			root


disksrv12.ctec.fujitsu.co.jp	root


disksrv13			root


disksrv13.ctec.fujitsu.co.jp	root


disksrv14			root


disksrv14.ctec.fujitsu.co.jp	root


[root@nfssrv1 root]#





～～抜粋


# Don't read ~/.rhosts and ~/.shosts files


IgnoreRhosts no				←  noにする


# Uncomment if you don't trust ~/.ssh/known_hosts for RhostsRSAAuthentication


#IgnoreUserKnownHosts yes


StrictModes yes


X11Forwarding yes


X11DisplayOffset 10


PrintMotd yes


KeepAlive yes





# Logging


SyslogFacility AUTHPRIV


LogLevel INFO


#obsoletes QuietMode and FascistLogging





RhostsAuthentication no


#


# For this to work you will also need host keys in /etc/ssh/ssh_known_hosts


RhostsRSAAuthentication yes		←  yesにする


#


RSAAuthentication yes


～～





[root@nfssrv1 root]# /etc/rc.d/init.d/sshd restart


Stopping sshd:				[  OK  ]


Starting sshd:				[  OK  ]


[root@nfssrv1 root]#





オペレーション :























事象 : 





CONFIG_NFS_FS=y


CONFIG_NFS_V3=y


# CONFIG_ROOT_NFS is not set


CONFIG_NFSD=y


CONFIG_NFSD_V3=y


CONFIG_SUNRPC=y


CONFIG_LOCKD=y


CONFIG_LOCKD_V4=y


# CONFIG_SMB_FS is not set


# CONFIG_NCP_FS is not set


# CONFIG_NCPFS_PACKET_SIGNING is not set


# CONFIG_NCPFS_IOCTL_LOCKING is not set


# CONFIG_NCPFS_STRONG is not set


# CONFIG_NCPFS_NFS_NS is not set


# CONFIG_NCPFS_OS2_NS is not set


# CONFIG_NCPFS_SMALLDOS is not set


# CONFIG_NCPFS_NLS is not set


# CONFIG_NCPFS_EXTRAS is not set


#


# Partition Types


#


# CONFIG_PARTITION_ADVANCED is not set


CONFIG_MSDOS_PARTITION=y


# CONFIG_SMB_NLS is not set


# CONFIG_NLS is not set


#


# Console drivers


#


CONFIG_VGA_CONSOLE=y


# CONFIG_VIDEO_SELECT is not set


#


# Sound


#


# CONFIG_SOUND is not set


#


# USB support


#


# CONFIG_USB is not set


#


# Kernel hacking


#


# CONFIG_MAGIC_SYSRQ is not set








#


# Watchdog Cards


#


# CONFIG_WATCHDOG is not set


# CONFIG_INTEL_RNG is not set


# CONFIG_NVRAM is not set


# CONFIG_RTC is not set


# CONFIG_DTLK is not set


# CONFIG_R3964 is not set


# CONFIG_APPLICOM is not set


#


# Ftape, the floppy tape device driver


#


# CONFIG_FTAPE is not set


CONFIG_AGP=y


CONFIG_AGP_INTEL=y


CONFIG_AGP_I810=y


CONFIG_AGP_VIA=y


CONFIG_AGP_AMD=y


CONFIG_AGP_SIS=y


CONFIG_AGP_ALI=y


# CONFIG_AGP_SWORKS is not set


CONFIG_DRM=y


CONFIG_DRM_TDFX=y


# CONFIG_DRM_GAMMA is not set


# CONFIG_DRM_R128 is not set


CONFIG_DRM_RADEON=y


# CONFIG_DRM_I810 is not set


# CONFIG_DRM_MGA is not set


#


# Multimedia devices


#


# CONFIG_VIDEO_DEV is not set


#


# File systems


#


# CONFIG_QUOTA is not set


CONFIG_AUTOFS_FS=m


# CONFIG_AUTOFS4_FS is not set


# CONFIG_REISERFS_FS is not set


# CONFIG_REISERFS_CHECK is not set


# CONFIG_ADFS_FS is not set


# CONFIG_ADFS_FS_RW is not set


# CONFIG_AFFS_FS is not set


# CONFIG_HFS_FS is not set


# CONFIG_BFS_FS is not set


# CONFIG_FAT_FS is not set


# CONFIG_MSDOS_FS is not set


# CONFIG_UMSDOS_FS is not set


# CONFIG_VFAT_FS is not set


# CONFIG_EFS_FS is not set


# CONFIG_JFFS_FS is not set


# CONFIG_CRAMFS is not set


CONFIG_TMPFS=y


# CONFIG_RAMFS is not set


CONFIG_ISO9660_FS=y


# CONFIG_JOLIET is not set


# CONFIG_MINIX_FS is not set


# CONFIG_VXFS_FS is not set


# CONFIG_NTFS_FS is not set


# CONFIG_NTFS_RW is not set


# CONFIG_HPFS_FS is not set


CONFIG_PROC_FS=y


# CONFIG_DEVFS_FS is not set


# CONFIG_DEVFS_MOUNT is not set


# CONFIG_DEVFS_DEBUG is not set


CONFIG_DEVPTS_FS=y


# CONFIG_QNX4FS_FS is not set


# CONFIG_QNX4FS_RW is not set


# CONFIG_ROMFS_FS is not set


CONFIG_EXT2_FS=y


# CONFIG_SYSV_FS is not set


# CONFIG_UDF_FS is not set


# CONFIG_UDF_RW is not set


# CONFIG_UFS_FS is not set


# CONFIG_UFS_FS_WRITE is not set


#


# Network File Systems


#


# CONFIG_CODA_FS is not set








# CONFIG_SUNDANCE is not set


# CONFIG_TLAN is not set


# CONFIG_VIA_RHINE is not set


# CONFIG_WINBOND_840 is not set


# CONFIG_NET_POCKET is not set


#


# Ethernet (1000 Mbit)


#


CONFIG_ACENIC=m


# CONFIG_ACENIC_OMIT_TIGON_I is not set


# CONFIG_DL2K is not set


# CONFIG_MYRI_SBUS is not set


CONFIG_HAMACHI=m


# CONFIG_YELLOWFIN is not set


CONFIG_SK98LIN=m


# CONFIG_FDDI is not set


# CONFIG_PLIP is not set


# CONFIG_PPP is not set


# CONFIG_SLIP is not set


#


# Wireless LAN (non-hamradio)


#


# CONFIG_NET_RADIO is not set


#


# Token Ring devices


#


# CONFIG_TR is not set


# CONFIG_NET_FC is not set


#


# Wan interfaces


#


# CONFIG_WAN is not set


#


# Amateur Radio support


#


# CONFIG_HAMRADIO is not set


#


# IrDA (infrared) support


#


# CONFIG_IRDA is not set


#


# ISDN subsystem


#


# CONFIG_ISDN is not set


#


# Old CD-ROM drivers (not SCSI, not IDE)


#


# CONFIG_CD_NO_IDESCSI is not set


#


# Input core support


#


# CONFIG_INPUT is not set


#


# Character devices


#


CONFIG_VT=y


CONFIG_VT_CONSOLE=y


CONFIG_SERIAL=y


# CONFIG_SERIAL_CONSOLE is not set


# CONFIG_SERIAL_EXTENDED is not set


# CONFIG_SERIAL_NONSTANDARD is not set


CONFIG_UNIX98_PTYS=y


CONFIG_UNIX98_PTY_COUNT=256


#


# I2C support


#


# CONFIG_I2C is not set


#


# Mice


#


# CONFIG_BUSMOUSE is not set


CONFIG_MOUSE=y


CONFIG_PSMOUSE=y


# CONFIG_82C710_MOUSE is not set


# CONFIG_PC110_PAD is not set


#


# Joysticks


#


# CONFIG_JOYSTICK is not set


# CONFIG_QIC02_TAPE is not set








# CONFIG_SCSI_DC390T_NOGENSUPP is not set


CONFIG_SCSI_T128=m


CONFIG_SCSI_U14_34F=m


# CONFIG_SCSI_U14_34F_LINKED_COMMANDS is not set


CONFIG_SCSI_U14_34F_MAX_TAGS=8


CONFIG_SCSI_ULTRASTOR=m


#


# Fusion MPT device support


#


# CONFIG_FUSION is not set


# CONFIG_FUSION_BOOT is not set


# CONFIG_FUSION_ISENSE is not set


# CONFIG_FUSION_CTL is not set


# CONFIG_FUSION_LAN is not set


#


# I2O device support


#


# CONFIG_I2O is not set


# CONFIG_I2O_PCI is not set


# CONFIG_I2O_BLOCK is not set


# CONFIG_I2O_LAN is not set


# CONFIG_I2O_SCSI is not set


# CONFIG_I2O_PROC is not set


#


# Network device support


#


CONFIG_NETDEVICES=y


#


# ARCnet devices


#


# CONFIG_ARCNET is not set


CONFIG_DUMMY=m


# CONFIG_BONDING is not set


# CONFIG_EQUALIZER is not set


# CONFIG_TUN is not set


# CONFIG_NET_SB1000 is not set


#


# Ethernet (10 or 100Mbit)


#


CONFIG_NET_ETHERNET=y


# CONFIG_ARM_AM79C961A is not set


# CONFIG_SUNLANCE is not set


# CONFIG_HAPPYMEAL is not set


# CONFIG_SUNBMAC is not set


# CONFIG_SUNQE is not set


# CONFIG_SUNLANCE is not set


# CONFIG_SUNGEM is not set


# CONFIG_NET_VENDOR_3COM is not set


# CONFIG_LANCE is not set


# CONFIG_NET_VENDOR_SMC is not set


# CONFIG_NET_VENDOR_RACAL is not set


# CONFIG_AT1700 is not set


# CONFIG_DEPCA is not set


# CONFIG_HP100 is not set


# CONFIG_NET_ISA is not set


CONFIG_NET_PCI=y


# CONFIG_PCNET32 is not set


# CONFIG_ADAPTEC_STARFIRE is not set


# CONFIG_AC3200 is not set


# CONFIG_APRICOT is not set


# CONFIG_CS89x0 is not set


# CONFIG_TULIP is not set


# CONFIG_TULIP_MWI is not set


# CONFIG_TULIP_MMIO is not set


# CONFIG_DE4X5 is not set


# CONFIG_DGRS is not set


# CONFIG_DM9102 is not set


CONFIG_EEPRO100=m


# CONFIG_LNE390 is not set


# CONFIG_FEALNX is not set


# CONFIG_NATSEMI is not set


# CONFIG_NE2K_PCI is not set


# CONFIG_NE3210 is not set


# CONFIG_ES3210 is not set


# CONFIG_8139TOO is not set


# CONFIG_8139TOO_PIO is not set


# CONFIG_8139TOO_TUNE_TWISTER is not set


# CONFIG_8139TOO_8129 is not set


# CONFIG_SIS900 is not set


# CONFIG_EPIC100 is not set





[root@nfssrv1 /root]#dsdetach -a


[root@nfssrv1 /root]# df


Filesystem           1k-blocks      Used Available Use% Mounted on


/dev/sda7               521748    359972    135272  73% /


/dev/sda3                23333     14516      7613  66% /boot


/dev/sda9                69973     34561     31799  53% /tmp


/dev/sda5              2838216   2502512    191524  93% /usr


/dev/sda6             10381004   4862616   4991056  50% /var


/dev/sda2              3099292    736548   2205308  26% /home


[root@nfssrv1 /root]#











[root@nfssrv1 /root]# dsattach -a


[root@nfssrv1 /root]# df


Filesystem           1k-blocks      Used  Available Use%  Mounted on


/dev/sda7               521748    360012    135232  73%  /


/dev/sda3                23333     14516      7613  66%  /boot


/dev/sda9                69973     35715     30645  54%  /tmp


/dev/sda5              2838216   2502512    191524  93%  /usr


/dev/sda6             10381004   4880324   4973348  50%  /var


/dev/sda2              3099292    736548   2205308  26%  /home


/dev/md0               3162352        20   3001692   1%  /mnt/disk11


[root@nfssrv1 /root]#








[root@nfssrv1 /root]# rawcp -p /mnt/disk11 nfssrv2


rawcp command start.			08:31:19


Filesystem search start.		08:31:24


Filesystem search end.			08:31:54


Total 453.39 GB / (110690864 Blocks)


Transfer | ################################################## | 100 %


rawcp command end.			09:02:07





Total transfer rate		: 245.34 MB / sec [ 1.963 Gbps ]


Network transfer rate		: 250.22 MB / sec [ 2.002 Gbps ]





[root@nfssrv1 /root]#





#


# hosts.allow	This file describes the names of the hosts which are


#		allowed to use the local INET services, as decided


#		by the '/usr/sbin/tcpd' server.


#





portmap:        192.168.0.11/255.255.255.0





アクセス許可ホストIP





ホスト名





ホストIPアドレス





マウントオプション





fs種別





192.168.0.10	nfssrv1


192.168.0.20	nfssrv2





192.168.0.11	disksrv11


192.168.0.12	disksrv12


192.168.0.13	disksrv13


192.168.0.14	disksrv14





192.168.0.21	disksrv21


192.168.0.22	disksrv22


192.168.0.23	disksrv23


192.168.0.24	disksrv24





127.0.0.1	localhost.localdomain	localhost





アクセス単位





ネットマスク





開放するホスト名





開放するデバイス名





/mnt/disk11     192.168.0.2/255.255.255.128(rw)


/mnt/disk12     192.168.0.2/255.255.255.128(rw)


/mnt/disk13     192.168.0.2/255.255.255.128(rw)


/mnt/disk14     192.168.0.2/255.255.255.128(rw)


/mnt/disk15     192.168.0.2/255.255.255.128(rw)


/mnt/disk16     192.168.0.2/255.255.255.128(rw)


/mnt/disk17     192.168.0.2/255.255.255.128(rw)


/mnt/disk18     192.168.0.2/255.255.255.128(rw)


/mnt/disk19     192.168.0.2/255.255.255.128(rw)


/mnt/disk1a     192.168.0.2/255.255.255.128(rw)


/mnt/disk1b     192.168.0.2/255.255.255.128(rw)


/mnt/disk1c     192.168.0.2/255.255.255.128(rw)


/mnt/disk1d     192.168.0.2/255.255.255.128(rw)


/mnt/disk1e     192.168.0.2/255.255.255.128(rw)








raiddev	/dev/md0	


raid-level		0


nr-raid-disks		4


persistent-superblock	0


chunk-size		128


device			/dev/dr1


raid-disk		0


device			/dev/dr2


raid-disk		1


device			/dev/dr3


raid-disk		2


device			/dev/dr4


raid-disk		3


port			9000


ip			0.0.0.0


port_lock		1


allow_ip		172.20.57.207


netmask			255.255.255.255


allow_ip		192.168.0.0


netmask			255.255.255.128





rawdev	/dev/dr1


port			9010


ip			0.0.0.0


port_lock		1


allow_ip		192.168.0.0


netmask			255.255.255.128





rawdev	/dev/dr2


port			9011


ip			0.0.0.0


port_lock 		1


allow_ip		192.168.0.0


netmask			255.255.255.128





rawdev	/dev/dr3


port			9011


ip			0.0.0.0


port_lock 		1


allow_ip		192.168.0.0


netmask			255.255.255.128





rawdev	/dev/dr4


port			9011


ip			0.0.0.0


port_lock 		1


allow_ip		192.168.0.0


netmask			255.255.255.128





#


# SCSI support


#


CONFIG_SCSI=m


CONFIG_BLK_DEV_SD=m


CONFIG_SD_EXTRA_DEVS=4096


CONFIG_CHR_DEV_ST=m


CONFIG_CHR_DEV_OSST=m


CONFIG_BLK_DEV_SR=m


CONFIG_BLK_DEV_SR_VENDOR=y


CONFIG_SR_EXTRA_DEVS=2


CONFIG_CHR_DEV_SG=m


CONFIG_SCSI_DEBUG_QUEUES=y


# CONFIG_SCSI_MULTI_LUN is not set


CONFIG_SCSI_CONSTANTS=y


CONFIG_SCSI_LOGGING=y


#


# SCSI low-level drivers


#


CONFIG_BLK_DEV_3W_XXXX_RAID=m


CONFIG_SCSI_7000FASST=m


CONFIG_SCSI_ACARD=m


CONFIG_SCSI_AHA152X=m


CONFIG_SCSI_AHA1542=m


CONFIG_SCSI_AHA1740=m


CONFIG_SCSI_AIC7XXX=m


CONFIG_AIC7XXX_CMDS_PER_DEVICE=16


CONFIG_AIC7XXX_RESET_DELAY_MS=60000


CONFIG_AIC7XXX_BUILD_FIRMWARE=y


# CONFIG_SCSI_AIC7XXX_OLD is not set


CONFIG_SCSI_ADVANSYS=m


CONFIG_SCSI_IN2000=m


CONFIG_SCSI_AM53C974=m


CONFIG_SCSI_MEGARAID=m


CONFIG_SCSI_BUSLOGIC=m


# CONFIG_SCSI_OMIT_FLASHPOINT is not set


# CONFIG_SCSI_CPQFCTS is not set


CONFIG_SCSI_DMX3191D=m


CONFIG_SCSI_DTC3280=m


CONFIG_SCSI_EATA=m


# CONFIG_SCSI_EATA_TAGGED_QUEUE is not set


# CONFIG_SCSI_EATA_LINKED_COMMANDS is not set


CONFIG_SCSI_EATA_MAX_TAGS=16


CONFIG_SCSI_EATA_DMA=m


CONFIG_SCSI_EATA_PIO=m


CONFIG_SCSI_FUTURE_DOMAIN=m


CONFIG_SCSI_GDTH=m


CONFIG_SCSI_GENERIC_NCR5380=m


# CONFIG_SCSI_GENERIC_NCR53C400 is not set


CONFIG_SCSI_G_NCR5380_PORT=y


# CONFIG_SCSI_G_NCR5380_MEM is not set


CONFIG_SCSI_IPS=m


CONFIG_SCSI_INITIO=m


CONFIG_SCSI_INIA100=m


CONFIG_SCSI_NCR53C406A=m


CONFIG_SCSI_NCR53C7xx=m


# CONFIG_SCSI_NCR53C7xx_sync is not set


# CONFIG_SCSI_NCR53C7xx_FAST is not set


# CONFIG_SCSI_NCR53C7xx_DISCONNECT is not set


CONFIG_SCSI_NCR53C8XX=m


CONFIG_SCSI_SYM53C8XX=m


CONFIG_SCSI_NCR53C8XX_DEFAULT_TAGS=16


CONFIG_SCSI_NCR53C8XX_MAX_TAGS=32


CONFIG_SCSI_NCR53C8XX_SYNC=20


# CONFIG_SCSI_NCR53C8XX_PROFILE is not set


# CONFIG_SCSI_NCR53C8XX_IOMAPPED is not set


# CONFIG_SCSI_NCR53C8XX_PQS_PDS is not set


CONFIG_SCSI_PAS16=m


CONFIG_SCSI_PCI2000=m


CONFIG_SCSI_PCI2220I=m


CONFIG_SCSI_PSI240I=m


CONFIG_SCSI_QLOGIC_FAS=m


CONFIG_SCSI_QLOGIC_ISP=m


CONFIG_SCSI_QLOGIC_FC=m


CONFIG_SCSI_QLOGIC_1280=m


CONFIG_SCSI_SEAGATE=m


CONFIG_SCSI_SIM710=m


CONFIG_SCSI_SYM53C416=m


CONFIG_SCSI_DC390T=m








# CONFIG_ATALK is not set


# CONFIG_DECNET is not set


# CONFIG_BRIDGE is not set


#


# QoS and/or fair queueing


#


# CONFIG_NET_SCHED is not set


#


# Telephony Support


#


# CONFIG_PHONE is not set


# CONFIG_PHONE_IXJ is not set


#


# ATA/IDE/MFM/RLL support


#


CONFIG_IDE=y


#


# IDE, ATA and ATAPI Block devices


#


CONFIG_BLK_DEV_IDE=y


# CONFIG_BLK_DEV_HD_IDE is not set


# CONFIG_BLK_DEV_HD is not set


CONFIG_BLK_DEV_IDEDISK=y


# CONFIG_IDEDISK_MULTI_MODE is not set


# CONFIG_BLK_DEV_IDEDISK_VENDOR is not set


# CONFIG_BLK_DEV_IDEDISK_FUJITSU is not set


# CONFIG_BLK_DEV_IDEDISK_IBM is not set


# CONFIG_BLK_DEV_IDEDISK_MAXTOR is not set


# CONFIG_BLK_DEV_IDEDISK_QUANTUM is not set


# CONFIG_BLK_DEV_IDEDISK_SEAGATE is not set


# CONFIG_BLK_DEV_IDEDISK_WD is not set


# CONFIG_BLK_DEV_COMMERIAL is not set


# CONFIG_BLK_DEV_TIVO is not set


# CONFIG_BLK_DEV_IDECS is not set


CONFIG_BLK_DEV_IDECD=y


# CONFIG_BLK_DEV_IDETAPE is not set


# CONFIG_BLK_DEV_IDEFLOPPY is not set


# CONFIG_BLK_DEV_IDESCSI is not set


CONFIG_BLK_DEV_CMD640=y


# CONFIG_BLK_DEV_CMD640_ENHANCED is not set


# CONFIG_BLK_DEV_ISAPNP is not set


CONFIG_BLK_DEV_RZ1000=y


CONFIG_BLK_DEV_IDEPCI=y


CONFIG_IDEPCI_SHARE_IRQ=y


# CONFIG_BLK_DEV_IDEDMA_PCI is not set


# CONFIG_BLK_DEV_ADMA is not set


# CONFIG_BLK_DEV_OFFBOARD is not set


# CONFIG_IDEDMA_PCI_AUTO is not set


# CONFIG_BLK_DEV_IDEDMA is not set


# CONFIG_IDEDMA_PCI_WIP is not set


# CONFIG_IDEDMA_NEW_DRIVE_LISTINGS is not set


# CONFIG_BLK_DEV_AEC62XX is not set


# CONFIG_AEC62XX_TUNING is not set


# CONFIG_BLK_DEV_ALI15X3 is not set


# CONFIG_WDC_ALI15X3 is not set


# CONFIG_BLK_DEV_AMD74XX is not set


# CONFIG_AMD74XX_OVERRIDE is not set


# CONFIG_BLK_DEV_CMD64X is not set


# CONFIG_BLK_DEV_CY82C693 is not set


# CONFIG_BLK_DEV_CS5530 is not set


# CONFIG_BLK_DEV_HPT34X is not set


# CONFIG_HPT34X_AUTODMA is not set


# CONFIG_BLK_DEV_HPT366 is not set


# CONFIG_BLK_DEV_PIIX is not set


# CONFIG_PIIX_TUNING is not set


# CONFIG_BLK_DEV_NS87415 is not set


# CONFIG_BLK_DEV_OPTI621 is not set


# CONFIG_BLK_DEV_PDC202XX is not set


# CONFIG_PDC202XX_BURST is not set


# CONFIG_PDC202XX_FORCE is not set


# CONFIG_BLK_DEV_SVWKS is not set


# CONFIG_BLK_DEV_SIS5513 is not set


# CONFIG_BLK_DEV_SLC90E66 is not set


# CONFIG_BLK_DEV_TRM290 is not set


# CONFIG_BLK_DEV_VIA82CXXX is not set


# CONFIG_IDE_CHIPSETS is not set


# CONFIG_IDEDMA_AUTO is not set


# CONFIG_DMA_NONPCI is not set


CONFIG_BLK_DEV_IDE_MODES=y








#


# PCMCIA/CardBus support


#


# CONFIG_PCMCIA is not set


CONFIG_SYSVIPC=y


CONFIG_BSD_PROCESS_ACCT=y


CONFIG_SYSCTL=y


CONFIG_KCORE_ELF=y


# CONFIG_KCORE_AOUT is not set


CONFIG_BINFMT_AOUT=y


CONFIG_BINFMT_ELF=y


CONFIG_BINFMT_MISC=y


CONFIG_PM=y


CONFIG_APM=y


# CONFIG_APM_IGNORE_USER_SUSPEND is not set


# CONFIG_APM_DO_ENABLE is not set


# CONFIG_APM_CPU_IDLE is not set


# CONFIG_APM_DISPLAY_BLANK is not set


# CONFIG_APM_RTC_IS_GMT is not set


# CONFIG_APM_ALLOW_INTS is not set


# CONFIG_APM_REAL_MODE_POWER_OFF is not set


#


# Memory Technology Devices (MTD)


#


# CONFIG_MTD is not set


#


# Parallel port support


#


# CONFIG_PARPORT is not set


#


# Plug and Play configuration


#


CONFIG_PNP=y


CONFIG_ISAPNP=y


#


# Block devices


#


CONFIG_BLK_DEV_FD=y


# CONFIG_BLK_DEV_XD is not set


# CONFIG_PARIDE is not set


# CONFIG_BLK_CPQ_DA is not set


# CONFIG_BLK_CPQ_CISS_DA is not set


# CONFIG_BLK_DEV_DAC960 is not set


# CONFIG_BLK_DEV_LOOP is not set


CONFIG_BLK_DEV_NBD=m


CONFIG_BLK_DEV_RAM=y


CONFIG_BLK_DEV_RAM_SIZE=4096


CONFIG_BLK_DEV_INITRD=y


#


# Multi-device support (RAID and LVM)


#


CONFIG_MD=y


CONFIG_BLK_DEV_MD=y


CONFIG_MD_LINEAR=m


CONFIG_MD_RAID0=m


CONFIG_MD_RAID1=m


CONFIG_MD_RAID5=m


CONFIG_BLK_DEV_LVM=m


#


# Networking options


#


CONFIG_PACKET=y


# CONFIG_PACKET_MMAP is not set


CONFIG_NETLINK=y


CONFIG_RTNETLINK=y


# CONFIG_NETLINK_DEV is not set


# CONFIG_NETFILTER is not set


# CONFIG_FILTER is not set


CONFIG_UNIX=y


CONFIG_INET=y


CONFIG_IP_MULTICAST=y


# CONFIG_IP_ADVANCED_ROUTER is not set


# CONFIG_IP_PNP is not set


# CONFIG_NET_IPIP is not set


# CONFIG_NET_IPGRE is not set


# CONFIG_IP_MROUTE is not set


# CONFIG_INET_ECN is not set


# CONFIG_SYN_COOKIES is not set


# CONFIG_IPX is not set





#


# Automatically generated by make menuconfig: don't edit


#


CONFIG_X86=y


CONFIG_ISA=y


# CONFIG_SBUS is not set


CONFIG_UID16=y


#


# Code maturity level options


#


# CONFIG_EXPERIMENTAL is not set


#


# Loadable module support


#


CONFIG_MODULES=y


CONFIG_MODVERSIONS=y


CONFIG_KMOD=y


#


# Processor type and features


#


# CONFIG_M386 is not set


# CONFIG_M486 is not set


# CONFIG_M586 is not set


# CONFIG_M586TSC is not set


# CONFIG_M586MMX is not set


# CONFIG_M686 is not set


CONFIG_MPENTIUMIII=y


# CONFIG_MPENTIUM4 is not set


# CONFIG_MK6 is not set


# CONFIG_MK7 is not set


# CONFIG_MCRUSOE is not set


# CONFIG_MWINCHIPC6 is not set


# CONFIG_MWINCHIP2 is not set


# CONFIG_MWINCHIP3D is not set


# CONFIG_MCYRIXIII is not set


CONFIG_X86_WP_WORKS_OK=y


CONFIG_X86_INVLPG=y


CONFIG_X86_CMPXCHG=y


CONFIG_X86_XADD=y


CONFIG_X86_BSWAP=y


CONFIG_X86_POPAD_OK=y


# CONFIG_RWSEM_GENERIC_SPINLOCK is not set


CONFIG_RWSEM_XCHGADD_ALGORITHM=y


CONFIG_X86_L1_CACHE_SHIFT=5


CONFIG_X86_TSC=y


CONFIG_X86_GOOD_APIC=y


CONFIG_X86_PGE=y


CONFIG_X86_USE_PPRO_CHECKSUM=y


# CONFIG_TOSHIBA is not set


# CONFIG_MICROCODE is not set


# CONFIG_X86_MSR is not set


# CONFIG_X86_CPUID is not set


CONFIG_NOHIGHMEM=y


# CONFIG_HIGHMEM4G is not set


# CONFIG_HIGHMEM64G is not set


# CONFIG_MATH_EMULATION is not set


# CONFIG_MTRR is not set


CONFIG_SMP=y


CONFIG_HAVE_DEC_LOCK=y


#


# General setup


#


CONFIG_NET=y


# CONFIG_VISWS is not set


CONFIG_X86_IO_APIC=y


CONFIG_X86_LOCAL_APIC=y


CONFIG_PCI=y


# CONFIG_PCI_GOBIOS is not set


# CONFIG_PCI_GODIRECT is not set


CONFIG_PCI_GOANY=y


CONFIG_PCI_BIOS=y


CONFIG_PCI_DIRECT=y


CONFIG_PCI_NAMES=y


# CONFIG_EISA is not set


# CONFIG_MCA is not set


CONFIG_HOTPLUG=y





fsck要否





dump要否





マウントポイント





デバイス名





LABEL=/		/		ext2	defaults		1	1


LABEL=/boot	/boot		ext2	defaults		1	2


/dev/cdrom	/mnt/cdrom	iso9660	noauto,owner,ro		0	0


/dev/fd0	/mnt/floppy	auto	noauto,owner		0	0


LABEL=/tmp	/tmp		ext2	defaults		1	2


LABEL=/usr	/usr		ext2	defaults		1	2


LABEL=/var	/var		ext2	defaults		1	2


none		/proc		proc	defaults		0	0


none		/dev/pts	devpts	gid=5,mode=620		0	0


/dev/sda8	swap		swap	defaults		0	0


/dev/sda2	/home		ext2	defaults		1	2





/dev/md0	/mnt/disk11		ext2	noauto		0	0





#


# iscsitab for file server (nfssrv1)


#


local


nfs_srv		nfssrv1:9000


disk_srv1	disksrv11:9000


disk_srv2	disksrv12:9000


disk_srv3	disksrv13:9000


disk_srv4	disksrv14:9000





remote


nfs_srv		nfssrv2:9000


disk_srv1	disksrv21:9000


disk_srv2	disksrv22:9000


disk_srv3	disksrv23:9000


disk_srv4	disksrv24:9000





#


# raidtab_data_reservoir for nfs server


#


raiddev			/dev/md0		


raid-level		0


nr-raid-disks		4


chunk-size		512k			


persistent-superblock	0


nr-spare-disks		0


device			/dev/iscsia1		


raid-disk		0


device			/dev/iscsib1		


raid-disk		1


device			/dev/iscsic1		


raid-disk		2


device			/dev/iscsid1		


raid-disk		3





動作確認済みOS版数


  ディストリビューション	: Redhat Linux 7.1 / 7.2 / 7.3


  Linux kernel		: 2.4.9 / 2.4.18 / 2.4.19


  IPv6対応 kernel	: usagi-linux24-stable-20020408(2.4.18)


			: usagi-linux24-stable-20021007(2.4.19)
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./data_reservoir





./iscsi





./ dsdetach





./ rawcopy





./ drdriver





DISK


Server 11





./ dsattach





公開鍵














認証鍵





公開鍵














認証鍵





DRドライバ





NIC





NIC





NIC





NIC





dsdetach / dsdetach共通ファイル





dsdetach / dsdetach 排他制御





ミラーリング機能





起動スクリプト/制御情報





リモートシステム





ローカルシステム





リモートシステム





# scp /root/.ssh/authorized_keys disksrvxxx:/root/.ssh/	(xxx:送り先ｻｰﾊﾞ名)





公開鍵














認証鍵





公開鍵














認証鍵





公開鍵














認証鍵





アクセス可能





client





公開鍵














認証鍵





公開鍵














認証鍵





公開鍵














認証鍵





# scp /root/.ssh/id_dsa.pub xxx:/root/.ssh/id_dsa.pub_yyy	(xxx:送り先ｻｰﾊﾞ名)


								(yyy:送り元ｻｰﾊﾞ名)





ファイルコンペアツールなど





dsdetach コマンド





dsattach コマンド





boot時のパーティション番号です。


既に定義されている他カーネルの


パーティション番号に合わせます。





# mount /dev/cdrom


# mkdir /usr/src/mpt


# cp /mnt/cdrom/drivers/scsi/lsi_logic/mptlinux-2.05.00-src.tar.gz /usr/src/mpt


# cd /usr/src/mpt


# tar zxvf mptlinux-2.05.00-src.tar.gz


# cd /usr/src/linux-2.4.19-usagi_stable_20021007-dr/


# cd kernel/linux24/drivers/message/fusion


# rm -f *[ch]


# rm -f lsi/*.h


# rm -f Config.in


# rm -f Makefile


# mkdir patch


# cp /usr/src/mpt/drivers/message/fusion/*.[ch] .


# cp /usr/src/mpt/drivers/message/fusion/lsi/*.h lsi


# cp /usr/src/mpt/drivers/message/fusion/patch/* patch


# cp /usr/src/mpt/drivers/message/fusion/Kernel_2_4/Config.in .


# cp /usr/src/mpt/drivers/message/fusion/Kernel_2_4/Makefile .


# umount /dev/cdrom





[root@nfssrv1 root]# ifconfig eth0


eth0      Link encap:Ethernet  HWaddr 00:02:E3:00:13:70


          inet addr:192.168.0.10  Bcast:192.168.0.255  Mask:255.255.255.0


          inet6 addr: fec0::10/128 Scope:Site	(IPv6アドレスが割り当てられている)


          inet6 addr: fe80::202:e3ff:fe00:1370/64 Scope:Link


          UP BROADCAST RUNNING MULTICAST  MTU:1500  Metric:1


          RX packets:5283781 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0


          TX packets:4732971 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0


          collisions:0 txqueuelen:100


          RX bytes:3014991412 (2875.3 Mb)  TX bytes:2728924172 (2602.5 Mb)


          Interrupt:25 Base address:0xc000





[root@nfssrv1 root]# ping6 -c 2 fec0::11	(ping6 コマンドで疎通がある)


PING fec0::11(fec0::11) from fec0::10 : 56 data bytes


64 bytes from fec0::11: icmp_seq=1 ttl=64 time=3.89 ms


64 bytes from fec0::11: icmp_seq=2 ttl=64 time=0.235 ms





--- fec0::11 ping statistics ---


2 packets transmitted, 2 received, 0% loss, time 1013ms


rtt min/avg/max/mdev = 0.235/2.063/3.892/1.829 ms


[root@nfssrv1 root]#





# ifconfig


# ping6





boot時のパーティション番号です。


既に定義されている他カーネルの


パーティション番号に合わせます。





# cd /usr/src/linux-2.4.19-usagi_stable_20021007-dr/usagi/


# ./configure


# make ; make install





# mount /dev/cdrom


# mkdir /usr/src/e1000


# cp /mnt/cdrom/drivers/nic/e1000/e1000-5.1.11.tar.gz /usr/src/e1000


# cd /usr/src/e1000


# tar zxvf e1000-5.1.11.tar.gz


# cd e1000-5.1.11/src


# make clean ; make


# cp ./e1000.o /lib/modules/2.4.19-usagi_stable_20021007-dr/kernel/drivers/net/


# depmod -a





[root@nfsrv1 root]# uname -r


2.4.19-usagi_stable_20021007-dr


[root@nfsrv1 root]#





開 始





終 了





高速転送


client





不可





1つ目の


パーティション





DISKﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ1





DISKﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ2





FILEサーバ





～～





転送元は


アクセス可能





DISKﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ1





DISKﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ2





FILEサーバ





client





NFSアクセス / Sambaアクセス











・


・


・





アクセス可能





DISKﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ1





DISKﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ2





FILEサーバ





client





super ユーザ





一般ユーザ





superユーザ





実行権限





 FILEサーバに接続中のDISKサーバを切断します





dsdetach





 指定されたDISKサーバ群をFILEサーバに接続します





 指定されたパーティション領域を高速転送します





rawcp





dsattach





機  能  概  要





専用コマンド





./etc





./ dscmmn





マイナー番号5


/dev/dr5





マイナー番号4


/dev/dr4





マイナー番号3


/dev/dr3





マイナー番号2


/dev/dr2





マイナー番号1


/dev/dr1





マイナー番号0


/dev/dr0





[root@disksrv11 root]# cat /proc/scsi/scsi


Attached devices:


Host: scsi0 Channel: 00 Id: 00 Lun: 00


  Vendor: IBM-ESXS Model: ST3146807LC   FN Rev: B258


  Type:   Direct-Access                    ANSI SCSI revision: 03


Host: scsi0 Channel: 00 Id: 02 Lun: 00


  Vendor: IBM-ESXS Model: ST3146807LC   FN Rev: B258


  Type:   Direct-Access                    ANSI SCSI revision: 03


Host: scsi0 Channel: 00 Id: 03 Lun: 00


  Vendor: IBM-ESXS Model: ST3146807LC   FN Rev: B258


  Type:   Direct-Access                    ANSI SCSI revision: 03


Host: scsi0 Channel: 00 Id: 04 Lun: 00


  Vendor: IBM-ESXS Model: ST3146807LC   FN Rev: B258


  Type:   Direct-Access                    ANSI SCSI revision: 03


Host: scsi0 Channel: 00 Id: 05 Lun: 00


  Vendor: IBM-ESXS Model: ST3146807LC   FN Rev: B258


  Type:   Direct-Access                    ANSI SCSI revision: 03


Host: scsi0 Channel: 00 Id: 08 Lun: 00


  Vendor: IBM      Model: 32P0032a S320  1 Rev: 1


  Type:   Processor                        ANSI SCSI revision: 02 


[root@disksrv11 root]#





#


# raidtab_data_reservoir for nfs server


#


raiddev			/dev/md0


raid-level		0


nr-raid-disks		4


chunk-size		512k


persistent-superblock	0


nr-spare-disks		0


device			/dev/iscsia1


raid-disk		0


device			/dev/iscsib1


raid-disk		1


device			/dev/iscsic1


raid-disk		2


device			/dev/iscsid1


raid-disk		3





raiddev			/dev/md2


raid-level		0


nr-raid-disks		4


chunk-size		512k


persistent-superblock	0


nr-spare-disks		0


device			/dev/iscsia2


raid-disk		0


device			/dev/iscsib2


raid-disk		1


device			/dev/iscsic2


raid-disk		2


device			/dev/iscsid2


raid-disk		3








[root@nfssrv1 root]# dsdetach -af


[root@nfssrv1 root]# /root/data_reservoir/iscsi/iscsistop


Shutting down iSCSI driver:		[  OK  ]


[root@nfssrv1 root]# df


Filesystem           1k-blocks      Used Available Use% Mounted on


/dev/sda3             10080520   1511372   8057080  16% /


/dev/sda1               155545     47076    100439  32% /boot


/dev/sda5              3020140     34748   2831976   2% /home


none                    1034680         0   1034680   0% /dev/shm


/dev/sda7               139986    120405     12354  91% /tmp


/dev/sda8             24904896   4555812  19083968  20% /usr


/dev/sda2             30233928   1070000  27628116   4% /var


[root@nfssrv1 root]#








DISKサーバ


SCSI DISK





:  4台


:  4台 (1-DISKサーバあたり)





設定ファイルの作成





Data Reservoir ソフトウェアのインストール





DISK


サーバ





DISK


サーバ





DISK


サーバ





Xeonをご使用になられる場合、以下を選択して下さい


"Processor type and features"   <Enter> 


"(Pentium-III/Celeron(Coppermine)) Processor family"    <Enter>


"Pentium-4"  <Enter>





# grub.conf generated by anaconda


#


# Note that you do not have to rerun grub after making changes to this file


# NOTICE:  You have a /boot partition.  This means that


#          all kernel and initrd paths are relative to /boot/, eg.


#          root (hd0,2)


#          kernel /vmlinuz-version ro root=/dev/sda5


#          initrd /initrd-version.img


#boot=/dev/sda





default=0


timeout=10


splashimage=(hd0,2)/grub/splash.xpm.gz





title Red Hat Linux (2.4.19-usagi_stable_20021007-dr)


        root (hd0,2)


        kernel /vmlinuz-2.4.19-usagi_stable_20021007-dr ro root=/dev/sda5 panic=600


        initrd /initrd-2.4.19-usagi_stable_20021007-dr.img





title Red Hat Linux-smp (2.4.7-10smp)


        root (hd0,2)


        kernel /vmlinuz-2.4.7-10smp ro root=/dev/sda5 panic=600


        initrd /initrd-2.4.7-10smp.img





追加





← “0” に変更





↑ “linux-2.4.19-usagi_stable_20021007-dr ” に変更





追加





Linux カーネルの再構築





DISK


サーバ











DISK


サーバ

















設定確認とお試し運用





パーティション作成





システムデバイスのマウント





サーバのリブート





Redhat Linuxの諸設定、およびネットワーク接続











スイッチ





スイッチ





FILEサーバ





DISKサーバ設定ファイル


・iscsitab


・iscsidtab


・hosts





#


# iscsitab for disk server (disksrv11)


#


disk_srv1	disksrv21:9010


disk_srv2	disksrv21:9011


disk_srv3	disksrv21:9012


disk_srv4	disksrv21:9013





diks_srv1	→   /dev/iscsia


diks_srv2	→   /dev/iscsib


diks_srv3	→   /dev/iscsic


diks_srv4	→   /dev/iscsid


・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・


diks_srv23	→   /dev/iscsiw


diks_srv24	→   /dev/iscsix





ポート


9013





[root@nfssrv2 root]# scp /root/.ssh/id_dsa.pub nfssrv1:/root/.ssh/id_dsa.pub_nfssrv2


The authenticity of host 'nfssrv1 (192.168.0.10)' can't be established.


RSA key fingerprint is ac:03:1f:de:e0:23:d4:f1:70:93:84:3e:35:13:32:8a.


Are you sure you want to continue connecting (yes/no)? yes	← “yes”を入力


Warning: Permanently added '192.168.0.10' (RSA) to the list of known hosts.


root@nfssrv1's password:xxxxxxxxx			← “nfssrv1”のパスワードを入力


id_dsa.pub   100% |****************************************************| 618  00:00


[root@nfssrv2 root]#





サーバ機器にRedhat Linuxのインストール





DISK


サーバ





DISK


サーバ





# uname -r





FILEサーバ





# cat /proc/scsi/scsi





株式会社 富士通コンピュータテクノロジーズ





長野事業所	長野県長野市三輪田町1313 ながのSSビル


		TEL : (026) 237-4311	FAX : (026) 237-4314





本社 		神奈川県川崎市上小田中4-1-1





		� HYPERLINK "http://www.ctec.fujitsu.com/" ��http://www.ctec.fujitsu.com/�


		mailto : � HYPERLINK "mailto:ctec-dr@ctec.fujitsu.com" ��ctec-dr@ctec.fujitsu.com�








[DISKサーバの場合]





- linuxconf	(※)


- network


- ntpd


- routed


- sshd


- syslog


- xinetd








← DISKサーバ配下のraidデバイス名


← raidレベル(Data Reservoirでは”0”)


← raidを構成するデバイス数


← 未使用(Data Reservoirでは”0”)


← データ分割サイズ(Data Reservoirでは”128”)


← raidを構築するSCSI DISK名


← 識別子


← raidを構築するSCSI DISK名


← 識別子


← raidを構築するSCSI DISK名


← 識別子


← raidを構築するSCSI DISK名


← 識別子


← raiddevのアクセスポート番号


← 未使用(Data Reservoirでは”0.0.0.0”)


← ポートロック(Data Reservoirでは”1”)


← アクセス許可IP


← ネットマスク


← アクセス許可IP


← ネットマスク





← SCSI DISK名


← rawdev (/dev/dr1)のアクセスポート番号


← 未使用(Data Reservoirでは”0.0.0.0”)


← ポートロック(Data Reservoirでは”1”)


← アクセス許可IP


← ネットマスク





← SCSI DISK名


← rawdev (/dev/dr2)のアクセスポート番号


← 未使用(Data Reservoirでは”0.0.0.0”)


← ポートロック(Data Reservoirでは”1”)


← アクセス許可IP


← ネットマスク





← SCSI DISK名


← rawdev (/dev/dr3)のアクセスポート番号


← 未使用(Data Reservoirでは”0.0.0.0”)


← ポートロック(Data Reservoirでは”1”)


← アクセス許可IP


← ネットマスク





← SCSI DISK名


← rawdev (/dev/dr4)のアクセスポート番号


← 未使用(Data Reservoirでは”0.0.0.0”)


← ポートロック(Data Reservoirでは”1”)


← アクセス許可IP


← ネットマスク








# cat /proc/scsi/fpl_iscsi/xx   (xx : scsi ID)





[root@nfssrv1 root]# cat /proc/scsi/fpl_iscsi/2





Id: 00  192.168.0.31:9000          Queue:  0/255    221418   221421   221421   221418


Id: 01  192.168.0.32:9000          Queue:  0/255    215600   215603   215603   215600


Id: 02  192.168.0.33:9000          Queue:  0/255    208507   208510   208510   208507


Id: 03  192.168.0.34:9000          Queue:  0/255    209528   209531   209531   209528





iscsi fpl driver - version: Aug 22 2003 09:37:52





[root@nfssrv1 root]#








[FILEサーバの場合]





- linuxconf	(※)


- network


- nfs


- nfslock


- ntpd


- portmap


- routed


- smb


- sshd


- swat


- syslog


- xinetd








1つのパーティションを生成する場合、


  “/dev/md0” の定義を行います


3つのパーティションを生成する場合、


  “/dev/md0”, “/dev/md2”, “/dev/md3” の定義を行います





※10個以上のmdを構築する場合、Linux kernelの問題から”/dev/md1”は使用することが


できないため(/dev/md1と/dev/md1xが識別できない)、”/dev/md1”を使用する事はお止め


ください。





クライアント





SSH自動認証領域





DISK


サーバ





rawcpコマンド





iscsi driver / iscsi daemon





実験サーバ





高速ネットワーク





FILEサーバ設定ファイル


・raidtab_data_reservoir


・iscsitab


・fstab


・exports


・hosts


・hosts.allow





事前準備


本書に手順は記載されていません。別冊の「Data Reservoir Linux 


インストールガイド」または、市販の文献を参照して下さい。





Data Reservoirセットアップ


本書、第2章以降の手順に従って


セットアップを行います。





$ su -


Password: xxxxxxxx


# mount /dev/cdrom


# cp /mnt/cdrom/kernel/usagi-linux24-stable-20021007.tar.bz2 /usr/src


# cd /usr/src


# bzip2 -cd usagi-linux24-stable-20021007.tar.bz2 | tar xvf -


# umount /dev/cdrom








# mount /dev/cdrom


# cp /mnt/cdrom/patch/linux-2.4.19-usagi_stable_20021007-dr_install.tar.gz /usr/src


# cd /usr/src


# tar zxvf /usr/src/linux-2.4.19-usagi_stable_20021007-dr_install.tar.gz


# mv /usr/src/usagi /usr/src/linux-2.4.19-usagi_stable_20021007-dr


# cd /usr/src/linux-2.4.19-usagi_stable_20021007-dr_install


# ./linux_kernel_patch_install.sh


# umount /dev/cdrom





# cd /usr/src/linux-2.4.19-usagi_stable_20021007-dr


# make prepare TARGET=linux24


# cd kernel


# cd linux24


# make mrproper


# cp /usr/src/linux-2.4.19-usagi_stable_20021007-dr_install/


.config_2.4.19-usagi_stable_20021007_Pentium3_SMP .config





# make menuconfig


<Exit> 


Do you wish to save your new kernel configuration?


<Save>





# make dep; make bzImage; make modules; make modules_install


# cp /usr/src/linux-2.4.19-usagi_stable_20021007-dr/kernel/linux24/arch/i386/boot/


bzImage /boot/vmlinuz-2.4.19-usagi_stable_20021007-dr


# cp /usr/src/linux-2.4.19-usagi_stable_20021007-dr/kernel/linux24/System.map 


/boot/System.map-2.4.19-usagi_stable_20021007-dr


# cd /boot/


# rm -f System.map


# ln -s System.map-2.4.19-usagi_stable_20021007-dr System.map


# mkinitrd /boot/initrd-2.4.19-usagi_stable_20021007-dr.img 


2.4.19-usagi_stable_20021007-dr





# vi /etc/grub.conf





# vi /etc/lilo.conf





# lilo -v





# setup


“System service”  を選択し<Enter>を押下します。





# cd /usr/src/rpm


# rpm -Uvh [file name]





# mount /dev/cdrom


# cd /mnt/cdrom/rpm


# mkdir /usr/src/rpm


# cp *.rpm /usr/src/rpm


# cd /usr/src/rpm


# rpm -Uvh *.rpm


# umount /dev/cdrom





# mount /dev/cdrom


# rm –rf /usr/src/data_reservoir


# cp /mnt/cdrom/installer/data_reservoir_v04_l03.tar.gz /usr/src/





# cd /usr/src/


# tar zxvf data_reservoir_v04_l03.tar.gz





# ./install





← “1” または “2” を入力し ”Enter” を押します





# ssh-keygen -t dsa -P “” -N “” -f /root/.ssh/id_dsa





FILEサーバ1台, DISKサーバ4台, SCSI DISK 4台の 1x4x4 構成(1G model)の場合、


“4” を定義します。





FILEサーバ1台, DISKサーバ24台, SCSI DISK 4台の 1x24x4 構成(10G model)の場合、


“24” を定義します。





# vi /root/.shosts





�





:  24台


:  2 台 (1-DISKサーバあたり)





DISKサーバ


SCSI DISK





NIC





NIC





NIC





NIC





・・・





DISK


サーバ





DISK


サーバ





DISK


サーバ





DISK


サーバ





DISK


サーバ





DISK


サーバ





DISK


サーバ





スイッチ





スイッチ





FILEサーバ





FILEサーバ





クライアント





実験サーバ





高速ネットワーク





DISK


サーバ





・・・





DISK


サーバ





DISK


サーバ











DISK


Server 23











DISK


Server 22











DISK


Server 21











公開鍵














認証鍵





公開鍵














認証鍵





[root@disksrv11 root] # scp /root/.ssh/id_dsa.pub 


nfssrv1:/root/.ssh/id_dsa.pub_disksrv11


[root@disksrv12 root] # scp /root/.ssh/id_dsa.pub 


nfssrv1:/root/.ssh/id_dsa.pub_disksrv12


[root@disksrv13 root] # scp /root/.ssh/id_dsa.pub 


nfssrv1:/root/.ssh/id_dsa.pub_disksrv13


[root@disksrv14 root] # scp /root/.ssh/id_dsa.pub 


nfssrv1:/root/.ssh/id_dsa.pub_disksrv14


[root@disksrv21 root] # scp /root/.ssh/id_dsa.pub


nfssrv1:/root/.ssh/id_dsa.pub_disksrv21


[root@disksrv22 root] # scp /root/.ssh/id_dsa.pub 


nfssrv1:/root/.ssh/id_dsa.pub_disksrv22


[root@disksrv23 root] # scp /root/.ssh/id_dsa.pub 


nfssrv1:/root/.ssh/id_dsa.pub_disksrv23


[root@disksrv24 root] # scp /root/.ssh/id_dsa.pub 


nfssrv1:/root/.ssh/id_dsa.pub_disksrv24





[root@nfssrv1 root]# ls –al /root/.ssh


drwx------	2 root	root	4096	10月  4 23:22 .


drwxr-x---	12 root	root	4096	10月 30 21:15 ..


-rw-------	1 root	root	668	10月  4 23:22 id_dsa


-rw-r--r--	1 root	root	618	10月  4 23:22 id_dsa.pub


-rw-r--r--	1 root	root	618	10月  4 23:22 id_dsa.pub_disksrv11


-rw-r--r--	1 root	root	618	10月  4 23:22 id_dsa.pub_disksrv12


-rw-r--r--	1 root	root	618	10月  4 23:22 id_dsa.pub_disksrv13


-rw-r--r--	1 root	root	618	10月  4 23:22 id_dsa.pub_disksrv14


-rw-r--r--	1 root	root	618	10月  4 23:22 id_dsa.pub_disksrv21


-rw-r--r--	1 root	root	618	10月  4 23:22 id_dsa.pub_disksrv22


-rw-r--r--	1 root	root	618	10月  4 23:22 id_dsa.pub_disksrv23


-rw-r--r--	1 root	root	618	10月  4 23:22 id_dsa.pub_disksrv24


-rw-r--r--	1 root	root	618	10月  4 23:22 id_dsa.pub_nfssrv2


[root@nfssrv1 root]#





# cat /root/.ssh/id_dsa.pub >> /root/.ssh/authorized_keys 





[root@nfssrv1 root]# cat /root/.ssh/id_dsa.pub >> /root/.ssh/authorized_keys


[root@nfssrv1 root]# cat /root/.ssh/id_dsa.pub_nfssrv2 >> /root/.ssh/authorized_keys


[root@nfssrv1 root]# less /root/.ssh/authorized_keys


ssh- root@nfssrv1


ssh- root@nfssrv2


[root@nfssrv1 root]#








# scp /root/.ssh/authorized_keys nfssrv2:/root/.ssh/





[root@nfssrv1 root]# scp /root/.ssh/authorized_keys disksrv11:/root/.ssh/


The authenticity of host 'disksrv11 (192.168.0.11)' can't be established.


RSA key fingerprint is ac:03:1f:de:e0:23:d4:f1:70:93:84:3e:35:13:32:8a.


Are you sure you want to continue connecting (yes/no)? yes	← “yes”を入力


Warning: Permanently added '192.168.0.11' (RSA) to the list of known hosts.


root@disksrv11's password:xxxxxxxxx			← “disksrv11”のパスワード入力


authorized_keys   100% |**********************************************| 1236  00:00


[root@nfssrv1 root]#





[root@nfssrv1 root] # scp /root/.ssh/authorized_keys disksrv12:/root/.ssh/


[root@nfssrv1 root] # scp /root/.ssh/authorized_keys disksrv13:/root/.ssh/


[root@nfssrv1 root] # scp /root/.ssh/authorized_keys disksrv14:/root/.ssh/


[root@nfssrv1 root] # scp /root/.ssh/authorized_keys disksrv21:/root/.ssh/


[root@nfssrv1 root] # scp /root/.ssh/authorized_keys disksrv22:/root/.ssh/


[root@nfssrv1 root] # scp /root/.ssh/authorized_keys disksrv23:/root/.ssh/


[root@nfssrv1 root] # scp /root/.ssh/authorized_keys disksrv24:/root/.ssh/














全ての公開鍵を保持します


- nfssrv1, nfssrv2


- disksrv11, disksrv12, disksrv13, disksrv14


- disksrv21, disksrv22, disksrv23, disksrv24

















FILEサーバの公開鍵を保持します


- nfssrv1, nfssrv2





FILEサーバ


(nfssrv1, nfssrv2)





DISKサーバ


(disksrv11, disksrv12, disksrv13, disksrv14)


(disksrv21, disksrv22, disksrv23, disksrv24)





[root@nfssrv1 root]# cat /root/.ssh/id_dsa.pub_disksrv11 >> /root/.ssh/authorized_keys


[root@nfssrv1 root]# cat /root/.ssh/id_dsa.pub_disksrv12 >> /root/.ssh/authorized_keys


[root@nfssrv1 root]# cat /root/.ssh/id_dsa.pub_disksrv13 >> /root/.ssh/authorized_keys


[root@nfssrv1 root]# cat /root/.ssh/id_dsa.pub_disksrv14 >> /root/.ssh/authorized_keys


[root@nfssrv1 root]# cat /root/.ssh/id_dsa.pub_disksrv21 >> /root/.ssh/authorized_keys


[root@nfssrv1 root]# cat /root/.ssh/id_dsa.pub_disksrv22 >> /root/.ssh/authorized_keys


[root@nfssrv1 root]# cat /root/.ssh/id_dsa.pub_disksrv23 >> /root/.ssh/authorized_keys


[root@nfssrv1 root]# cat /root/.ssh/id_dsa.pub_disksrv24 >> /root/.ssh/authorized_keys


[root@nfssrv1 root]# less /root/.ssh/authorized_keys


ssh- root@nfssrv1


ssh- root@nfssrv2


～～


中略


～～


ssh- root@disksrv24


[root@nfssrv1 root]#





# rm –f /root/.ssh/id_dsa.pub_*





[root@nfssrv1 root]# scp /root/.ssh/authorized_keys nfssrv2:/root/.ssh/


The authenticity of host 'nfssrv2 (192.168.0.20)' can't be established.


RSA key fingerprint is ac:03:1f:de:e0:23:d4:f1:70:93:84:3e:35:13:32:8a.


Are you sure you want to continue connecting (yes/no)? yes	← “yes”を入力


Warning: Permanently added '192.168.0.20' (RSA) to the list of known hosts.


root@nfssrv2's password:xxxxxxxxx			← “nfssrv2”のパスワード入力


authorized_keys   100% |************************************************| 5562  00:00


[root@nfssrv1 root]#





ローカルシステム





[root@nfssrv1 root]# rm -f /root/.ssh/id_dsa.pub_*


[root@nfssrv1 root]# ls -al /root/.ssh


drwx------		2  root	root	4096	10月  4 23:22 .


drwxr-x---		12 root	root	4096	10月 30 21:15 ..


-rw-------		1  root	root	 668	10月  4 23:22 id_dsa


-rw-r--r--		1  root	root	 618	10月  4 23:22 id_dsa.pub


-rw-r--r--		1  root	root	5562	10月  4 23:35 authorized_keys


[root@nfssrv1 root]#





[root@nfssrv1 root]# chmod 700 /root/.ssh/


[root@nfssrv1 root]# chmod 600 /root/.ssh/*


[root@nfssrv1 root]# ls -al /root/.ssh


drwx------		2  root	root	4096	10月  4 23:22 .


drwxr-x---		12 root	root	4096	10月 30 21:15 ..


-rw-------		1  root	root	 668	10月  4 23:22 id_dsa


-rw-------		1  root	root	 618	10月  4 23:22 id_dsa.pub


-rw-------		1  root	root	5562	10月  4 23:35 authorized_keys


[root@nfssrv1 /root]#





# chmod 700 /root/.ssh			[ディレクトリは 700]


# chmod 600 /root/.ssh/*		[ファイルは     600]





FILEサーバからアクセスする場合、DISKサーバ配下


で構成するraidデバイス(青色)にアクセスするため


ポート”9000”番を使用します。





高速転送時、DISKサーバ同士で通信する場合には、


個々のDISK(オレンジ色)をアクセスするため、ポート


“9010～9013”番を使用します。





ポート


9012





ポート


9011





ポート


9010





ポート: 9000





ミラーリング機能を使用する場合の注意事項





  ミラーリング機能を有効にする場合 “raiddev” 内で


指定する “nr-raid-disks” は、接続されるDISK数の


半分の値を指定しなければいけません。


  また本設定を変更する事で、“raiddev” 内で定義する


”device”, ” raid-disk” は変更しなければいけませんが、


”rawdev” は、全てのSCSI DISK情報を定義しなけれ


ばいけません。





これは右図のようにミラーリング機能を有効にする事


で、FILEサーバから使用するraidデバイスを構成す


るSCSI DISK数は2本)になりますが、ミラーサイ


トからrawdev に対するアクセスがあるためです。





← ” allow_ip” と “netmask”を


   セットで最大8拠点追加可能





～～ 中略


allow_ip		172.20.57.207


netmask			255.255.255.255


allow_ip		192.168.0.0


netmask			255.255.255.128


	・ ・ ・			・ ・ ・ ・ ・ 





DISKサーバ


(disksrv11)





ポート


9013





0 : ポート閉鎖機能無効


1 : ポート閉鎖機能有効





DISKサーバ(x345)にシステムディスク1本, データディスクが4本接続されている場合で、





ミラーリング機能を有効にする場合	=> nr-raid-disks 2


ミラーリング機能を無効にする場合	=> nr-raid-disks 4





ディレクトリの生成方法


  以下のコマンドによりディレクトリ有無を確認します。





    # ls /mnt





  この結果、指定マウントポイントが存在しない場合、以下のコマンドで指定マウント


  ポイントを全て作成します。





    # mkdir /mnt/disk11





システム ディスク情報





ポート


9013





ポート


9012





ポート


9011





ポート


9010





DISKサーバ


(disksrv21)





DISKサーバ


(disksrv11)





ポート


9012





ポート


9011





ポート


9010





ポート: 9000





DISKサーバ


(disksrv11)





ミラーサイト


からのアクセス





FILEサーバ


からのアクセス





1G modelのDISKサーバ高速転送時対抗表





disksrv11





disksrv12





disksrv13





disksrv14





disksrv24





disksrv23





disksrv22





disksrv21





rw	: 読み出し/書き込みを許可します


ro 	: 読み出しのみを許可します





#


#/etc/mirrortab for disksrv11


#


/dev/dr1     disksrv12     9012     enable


/dev/dr2     disksrv12     9013     enable





対象デバイス





ミラー先サーバ名





ミラー接続ポート番号





有効/無効





Sambaを使用するための注意事項





  上記の設定を行い、Sambaサービスを起動しても認証(ユーザ名、パスワード)できません。


  Sambaを使ってData Reservoirをアクセスするためには、Samba用にパスワードを再設定しな


  ければなりません。


  以下のコマンドを使用して、パスワードを設定します。




















enable	: ミラーリング機能を有効にします


disable 	: ミラーリング機能を無効にします





# This is the main Samba configuration file. You should read the


# smb.conf(5) manual page in order to understand the options listed


# here. Samba has a huge number of configurable options (perhaps too


# many!) most of which are not shown in this example


#


# Any line which starts with a ; (semi-colon) or a # (hash)


# is a comment and is ignored. In this example we will use a #


# for commentry and a ; for parts of the config file that you


# may wish to enable


#


# NOTE: Whenever you modify this file you should run the command "testparm"


# to check that you have not made any basic syntactic errors.


#


#==================== Global Settings ==============================





～中略～


# A private directory, usable only by fred. Note that fred requires write


# access to the directory.


;[fredsdir]


;   comment = Fred's Service


;   path = /usr/somewhere/private


;   valid users = fred


;   public = no


;   writable = yes


;   printable = no





[DISK11]


   comment = DISK11


   path = /mnt/disk11


   valid users = user_name1, user_name2, @data_reservoir


   public = no


   writable = yes


   printable = no





# a service which has a different directory for each machine that connects


# this allows you to tailor configurations to incoming machines. You could


# also use the %U option to tailor it by user name.


# The %m gets replaced with the machine name that is connecting.





～中略～





# smbpasswd -a user_name





作業確認チェックシート





	□  2.3.章  カーネルの再構築


	□  2.4章  ドライバのアップデート


	□  2.5.章  不要サービスの停止


	□  2.7.章  セキュリティパッチの適用


	□  2.8.章  ソフトウェアのインストール


	□  3.1.章  SSHサービスの設定


	□  3.2.章  設定ファイルの生成





# /root/data_reservoir/tool/reboot/all_system_reboot.sh





m	: ヘルプ (コマンド表示)


p	: パーティション情報の表示


n	: 新規パーティションの作成


d	: パーティョンの削除


w	: fdiskの終了 (パーティション情報を更新します)


q	: fdiskの終了 (パーティション情報は更新されません)





Command (m for help): p





Disk /dev/sdb: 255 heads, 63 sectors, 35686 cylinders


Units = sectors of 1 * 512 bytes





   Device Boot    Start       End    Blocks   Id  System





Command (m for help): n


Command action


   e   extended


   p   primary partition (1-4)


p


Partition number (1-4): 1


First sector (63-573295589, default 63): 512


Last sector or +size or +sizeM or +sizeK (512-573295589, default 573295589): 524288511


Command (m for help): p





Disk /dev/sdb: 255 heads, 63 sectors, 35686 cylinders


Units = sectors of 1 * 512 bytes





   Device Boot    Start       End    Blocks   Id  System


/dev/sdb1           512 524288511 262144000   83  Linux





Command (m for help): w


The partition table has been altered!





Calling ioctl() to re-read partition table.


Syncing disks.








[root@nfssrv1 root]# dsattach -ar


[root@nfssrv1 root]# cat /proc/scsi/scsi


Attached devices:


Host: scsi0 Channel: 00 Id: 00 Lun: 00


  Vendor: IBM-ESXS Model: ST373307LC    FN Rev: B258		  


  Type:   Direct-Access                    ANSI SCSI revision: 03	  


Host: scsi0 Channel: 00 Id: 08 Lun: 00


  Vendor: IBM      Model: 32P0032a S320  1 Rev: 1		  


  Type:   Processor                        ANSI SCSI revision: 02


Host: scsi2 Channel: 00 Id: 00 Lun: 00


  Vendor: FPL SPCL Model: FJ program lab   Rev: 0010		  


  Type:   Direct-Access                    ANSI SCSI revision: 03	  


Host: scsi2 Channel: 00 Id: 01 Lun: 00


  Vendor: FPL SPCL Model: FJ program lab   Rev: 0010		  


  Type:   Direct-Access                    ANSI SCSI revision: 03	  


Host: scsi2 Channel: 00 Id: 02 Lun: 00


  Vendor: FPL SPCL Model: FJ program lab   Rev: 0010		  


  Type:   Direct-Access                    ANSI SCSI revision: 03	  


Host: scsi2 Channel: 00 Id: 03 Lun: 00


  Vendor: FPL SPCL Model: FJ program lab   Rev: 0010		  


  Type:   Direct-Access                    ANSI SCSI revision: 03	  


[root@nfssrv1 root]# 





# dsattach -ar





[root@nfssrv1 root]# fdisk -u /dev/sdb





The number of cylinders for this disk is set to 35686.


There is nothing wrong with that, but this is larger than 1024,


and could in certain setups cause problems with:


1) software that runs at boot time (e.g., old versions of LILO)


2) booting and partitioning software from other OSs


   (e.g., DOS FDISK, OS/2 FDISK)





Command (m for help): 





# fdisk -u /dev/sdb





パーティション区画設定における注意事項





- DISKサーバのパーティション区画は必ず同じにしなければなりません(ブロックサイズレベル)


- ローカルシステム, リモートシステム共パーティション区画を同じにしなければなりません


(ブロックサイズレベル)


- パーティションの区画数は「3.2.1 raidtab_data_reservoir」で定義したパーティション数を、


定義しなければなりません


- 1つのパーティション区画は、最大 (2TB ÷ DISKサーバ数) 未満にしなければなりません


- パーティションの開始位置は以下の計算式に基づき求めなければいけません。


なおパーティション区画容量は「DISKサーバで設定した容量×DISKサーバ数」がFILEサーバ


で使用できる容量になります。





   [開始位置 : 以下の数式で割り切れる値を使用します]





   DISKサーバのchunk size(Kbyte) × DISKサーバでraidを構成するDISK数





   [区画容量 : 以下の容量が最小単位になります]





   DISKサーバのchunk size(Kbyte) × DISKサーバでraidを構成するDISK数








   例) 第1パーティションに1000GB作成する場合


      構成 : DISKサーバのcunk size=128Kbyte,


	    raidを構成するdisk数=2台 (ミラーリング機能有効)


	    DISKサーバ数4台





      開始位置の単位 : 128Kbyte(cunk size) × 2disk ＝ 256Kbyte


		     256Kbyte ÷ 512byte(ブロックサイズ) ＝ 512 block





      第1パーティション=1000GB,  1000GB ÷ 4DISKサーバ ＝ 250GB/1 DISKサーバ


			250GB ÷ 512byte(ブロックサイズ) ＝524288000 block


パーティション番号�
開始�
終了�
容量�
�
第1パーティション�
512�
524288511�
524288000�
�



      第2, 第3, .. を作成する場合には、上記注意事項に従い実施します。





  注意 : 当該規定は「3.2.1 raidtab_data_reservoir」で定義したraiddevのchunk sizeが512Kbyte,


         「3.2.4. iscsidtab」で定義したraiddevのcunk sizeが128Kbyteの場合に適用され、


         上記の設定が異なる場合には、算出方法が変わります。





・・・





DISK


ｻｰﾊﾞ13





DISK


ｻｰﾊﾞ12





DISK


ｻｰﾊﾞ14





DISK


ｻｰﾊﾞ11





DISKｻｰﾊﾞ11のﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ2,


DISKｻｰﾊﾞ12のﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ2,


DISKｻｰﾊﾞ13のﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ2,


DISKｻｰﾊﾞ14のﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ2,


を組み合わせて/dev/md2





# cat /proc/scsi/scsi











FILEサーバ





DISKｻｰﾊﾞ11のﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ4,


DISKｻｰﾊﾞ12のﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ4,


DISKｻｰﾊﾞ13のﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ4,


DISKｻｰﾊﾞ14のﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ4,


を組み合わせて/dev/md4

















DISKｻｰﾊﾞ11のﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ1,


DISKｻｰﾊﾞ12のﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ1,


DISKｻｰﾊﾞ13のﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ1,


DISKｻｰﾊﾞ14のﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ1,


を組み合わせて/dev/md0





# dsdetach -af





# dsattach -am





[root@nfssrv1 root]# dsdetach -af


[root@nfssrv1 root]# dsattach -am


[root@nfssrv1 root]# cat /proc/mdstat


Personalities : [raid0]


read_ahead 1024 sectors


md0 : active raid0 sde1[3] sdd1[2] sdc1[1] sdb1[0]  ← raidデバイスが作成されている事を


      1048576000 blocks 512k chunks		         確認します





unused devices: <none>


[root@nfssrv1 root]#





# cat /proc/mdstat





# mkfs –t ext2 /dev/md0





[root@nfssrv1 root]# mkfs -t ext2 /dev/md0


mke2fs 1.27 (8-Mar-2002)


Filesystem label=


OS type: Linux


Block size=4096 (log=2)


Fragment size=4096 (log=2)


131072000 inodes, 262144000 blocks


13107200 blocks (5.00%) reserved for the super user


First data block=0


8000 block groups


32768 blocks per group, 32768 fragments per group


16384 inodes per group


Superblock backups stored on blocks:


        32768, 98304, 163840, 229376, 294912, 819200, 884736, 1605632, 2654208,


        4096000, 7962624, 11239424, 20480000, 23887872, 71663616, 78675968,


        102400000, 214990848





Writing inode tables: done


Writing superblocks and filesystem accounting information: done





This filesystem will be automatically checked every 26 mounts or


180 days, whichever comes first.  Use tune2fs -c or -i to override.


[root@nfssrv1 root]#





# dsattach -a





# dsdetach -af





# df





[root@nfssrv1 root]# dsdetach -af


[root@nfssrv1 root]# dsattach -a


[root@nfssrv1 root]# df


Filesystem           1k-blocks      Used Available Use% Mounted on


/dev/sda2             10080520    231712   9336740    3% /


/dev/sda1               202220     20337    171443   11% /boot


/dev/sda3              3020172     34796   2831956    2% /home


none                   1034684           0   1034684    0% /dev/shm


/dev/sda7              1004024    622364    330656   66% /tmp


/dev/sda8             51209976   3991728  44616928    9% /usr


/dev/sda5              3020140    873344   1993380   31% /var


/dev/md0             1032123136       20  979694316   1% /mnt/disk11


[root@nfssrv1 root]#





# /root/data_reservoir/rawcopy/rawcp -v








[root@nfssrv1 root]# /root/data_reservoir/rawcopy/rawcp -v


rawcp command start.		10:02:20





Usage: rawcp [-abfpv] partition hostname (or)


Usage: rawcp [-abfpv] md-device hostname


Ver  : v04_l03





[root@nfssrv1 root]# ssh -1 disksrv11 /root/data_reservoir/rawcopy/rawcp -v


rawcp command start.		10:02:22





Usage: rawcp [-abfpv] partition hostname (or)


Usage: rawcp [-abfpv] md-device hostname


Ver  : v04_l03





[root@nfssrv1 root]# ssh -1 disksrv12 /root/data_reservoir/rawcopy/rawcp -v


rawcp command start.		10:02:23





Usage: rawcp [-abfpv] partition hostname (or)


Usage: rawcp [-abfpv] md-device hostname


Ver  : v04_l03





[root@nfssrv1 root]# ssh -1 disksrv13 /root/data_reservoir/rawcopy/rawcp -v


rawcp command start.		10:02:24





Usage: rawcp [-abfpv] partition hostname (or)


Usage: rawcp [-abfpv] md-device hostname


Ver  : v04_l03





[root@nfssrv1 root]# ssh -1 disksrv14 /root/data_reservoir/rawcopy/rawcp -v


rawcp command start.		10:02:24





Usage: rawcp [-abfpv] partition hostname (or)


Usage: rawcp [-abfpv] md-device hostname


Ver  : v04_l03





 [root@nfssrv1 root]#





ローカルFILEサーバのインストール確認





自系DISKサーバ(1)のインストール確認(sshコマンド併用)





自系DISKサーバ(4)のインストール確認(sshコマンド併用)





自系DISKサーバ(3)のインストール確認(sshコマンド併用)





自系DISKサーバ(2)のインストール確認(sshコマンド併用)





# cat /proc/scsi/fpl_iscsi/2





[root@nfssrv1 root]# cat /proc/scsi/fpl_iscsi/2





Id: 00  192.168.0.31:9000          Queue:  0/255    221418   221421   221421   221418


Id: 01  192.168.0.32:9000          Queue:  0/255    215600   215603   215603   215600


Id: 02  192.168.0.33:9000          Queue:  0/255    208507   208510   208510   208507


Id: 03  192.168.0.34:9000          Queue:  0/255    209528   209531   209531   209528





iscsi fpl driver - version: Aug 22 2003 09:37:52





[root@nfssrv1 root]#





ステータス





# dsdetach -af


# dsattach -a





# /root/data_reservoir/tool/reboot/all_system_reboot.sh


または、


# /root/data_reservoir/tool/reboot/local_system_reboot.sh





# df





[root@nfssrv1 root]# df


Filesystem	 1k-blocks    Used   Available Use% Mounted on


/dev/sda2	  10080520  231712     9336740	 3% /


/dev/sda1	    202220    20337      171443	11% /boot


/dev/sda3	   3020172    34796     2831956	 2% /home


none		   1034684        0     1034684	 0% /dev/shm


/dev/sda7	   1004024  622364      330656	66% /tmp


/dev/sda8	  51209976 3991728    44616928	 9% /usr


/dev/sda5	   3020140  873344     1993380	31% /var


/dev/md0	1032123136       20  979694316	 1% /mnt/disk11


[root@nfssrv1 root]#





# dsdetach -af


# dsattach -a





# /root/data_reservoir/tool/reboot/all_system_reboot.sh


または、


# /root/data_reservoir/tool/reboot/local_system_reboot.sh





# /root/data_reservoir/tool/fmaker/fmaker /mnt/disk11





[root@nfssrv1 root]# /root/data_reservoir/tool/fmaker/fmaker /mnt/disk11





/mnt/disk10/fmaker_00985.txt





"/mnt/disk10/fmaker_00985.txt" write() error: No space left on device


[root@nfssrv1 root]# df


Filesystem	 1k-blocks        Used	 Available Use% Mounted on


/dev/sda2	  10080520      231712       9336740   3% /


/dev/sda1	    202220       20337        171443  11% /boot


/dev/sda3	   3020172       34796       2831956   2% /home


none                 1034684           0       1034684   0% /dev/shm


/dev/sda7	   1004024      622364        330656  66% /tmp


/dev/sda8	  51209976     3991728      44616928   9% /usr


/dev/sda5	   3020140      873344       1993380  31% /var


/dev/md0	1032123136  1032123136             0 100% /mnt/disk11


[root@nfssrv1 root]#





# rawcp -p [転送元ファイルシステム]  [転送先ホスト名orIPアドレス]





[root@nfssrv1 root]# rawcp -p /mnt/disk11 nfssrv2


rawcp command start.			08:31:19


Filesystem search start.		08:31:24


Filesystem search end.			08:31:54


Total 1056.89 GB / (2064246272 Blocks)


Transfer | ################################################## | 100 %


rawcp command end.			09:44:07





Total transfer rate		: 245.34 MB / sec [ 1.963 Gbps ]


Network transfer rate		: 250.22 MB / sec [ 2.002 Gbps ]


[root@nfssrv1 root]#





# dsdetach –af


# dsattach –a


# df





./tool





# dsdetach -af


# /root/data_reservoir/iscsi/iscsistop





Host: scsi0 Channel: 00 Id: 00 Lun: 00





Vendor: IBM-ESXS Model: ST3146807LC   FN    Rev: B258





Type:   Direct-Access                    ANSI SCSI revision: 03

















← 転送先DISKサーバのIPアドレス又はホスト名, rawdev(1)のポート番号


← 転送先DISKサーバのIPアドレス又はホスト名, rawdev(2)のポート番号


← 転送先DISKサーバのIPアドレス又はホスト名, rawdev(3)のポート番号


← 転送先DISKサーバのIPアドレス又はホスト名, rawdev(4)のポート番号














← 識別子(ローカルシステム)


← ローカルFILEサーバのIPアドレス 又は ホスト名, ポート番号


← ローカルDISKサーバ(1)のIPアドレス 又は ホスト名, ポート番号


← ローカルDISKサーバ(2)のIPアドレス 又は ホスト名, ポート番号


← ローカルDISKサーバ(3)のIPアドレス 又は ホスト名, ポート番号


← ローカルDISKサーバ(4)のIPアドレス 又は ホスト名, ポート番号





← 識別子(リモートシステム)


← リモートFILEサーバのIPアドレス 又は ホスト名, ポート番号


← リモートDISKサーバ(1)のIPアドレス 又は ホスト名, ポート番号


← リモートDISKサーバ(2)のIPアドレス 又は ホスト名, ポート番号


← リモートDISKサーバ(3)のIPアドレス 又は ホスト名, ポート番号


← リモートDISKサーバ(4)のIPアドレス 又は ホスト名, ポート番号

















システムディスク


   (/dev/sda)





SCSIコントローラ








DISKサーバ(1)


   (/dev/sdb)





DISKサーバ(2)


   (/dev/sdc)





DISKサーバ(3)


   (/dev/sdd)





DISKサーバ(4)


   (/dev/sde)





# /root/data_reservoir/tool/fmaker/fmaker /mnt/disk11 50       (50GB生成して終了します)











← ドメイン名を入力します





← ドメイン名を入力します





← ドメイン名を入力します





← ドメイン名を入力します





← ドメイン名を入力します





← ドメイン名を入力します





← ドメイン名を入力します





← ドメイン名を入力します





← ドメイン名を入力します











← ドメイン名を入力します





← ドメイン名を入力します














← raidを構築するデバイス名


← raidレベル (Data reservoirでは”0”)


← raidを構成するDISKサーバ数


← データ分割サイズ(Data reservoirでは”512k”)


← 未使用 (data reservoirでは”0”)


← 未使用 (data reservoirでは”0”)


← DISKサーバ#1 を表すスペシャルデバイス名


← 識別子


← DISKサーバ#2 を表すスペシャルデバイス名


← 識別子


← DISKサーバ#3 を表すスペシャルデバイス名


← 識別子


← DISKサーバ#2 を表すスペシャルデバイス名


← 識別子
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